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序

章

一

本
稿
は
、
中
国
に
お
け
る
公
衆
参
与
制
度
の
現
状
、
と
り
わ
け
、
そ
の
問
題
点
を
紹
介
し
た
上
で
、
近
年
に
お
け
る
電
子
政
府

の
発
展
が
公
衆
参
与
に
と
っ
て
有
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
い
う
「
公
衆
参
与
」
と
は
、
行
政
機
関
が
行
政
過
程
に
お
け
る
公
正
性
、
正
当
性
、
合
理
性
の
向
上
の
た
め
、
行
政
過
程
に

利
害
関
係
者
及
び
一
般
社
会
公
衆
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る(1
)。
本
稿
は
行
政
立
法
及
び
行
政
決
定
（「
行
政
決
策(2
)」）
に
お
け
る

公
衆
参
与
を
主
要
な
検
討
の
対
象
と
し
、
住
民
運
動
や
司
法
手
続
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
。
そ
し
て
、
本
稿
で
い
う
「
電
子
政
府
」

と
は
、
国
民
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
電
子
化
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
目
指
し
た
行
政
内
部
事
務
の
電

子
化
と
の
双
方
を
意
味
す
る
。

二

近
年
、
公
衆
参
与
は
学
術
論
文
や
評
論
の
み
な
ら
ず
、
行
政
側
の
発
言
や
公
的
文
書
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
公
衆
参

与
は
民
主
主
義
を
保
障
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
意
思
表
明
の
場
、
公
共
利
益
の
実
現
、
行
政
過
程
の
正
当

性
の
確
保
な
ど
の
役
割
が
強
調
さ
れ
て
い
る(3
)。
し
か
し
、
中
国
は
長
期
に
わ
た
る
封
建
的
制
度
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
と
り
わ
け
、

一
九
四
九
年
の
新
中
国
建
国
の
当
初
か
ら
一
九
七
六
年
の
文
化
大
革
命
の
終
焉
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
は
、
政
党
と
行
政
の
区
別
が
明

確
で
な
く
、
中
国
共
産
党
に
よ
る
一
元
的
な
統
制
が
極
め
て
強
か
っ
た
た
め
、
行
政
と
国
民
双
方
に
お
い
て
公
衆
参
与
の
意
識
が
乏
し

か
っ
た
。
一
九
七
八
年
の
改
革
開
放(4
)以
来
、
公
衆
参
与
は
民
主
的
権
利
と
し
て
明
確
化
さ
れ
、
そ
し
て
、
経
済
社
会
の
発
展
に
伴
い
、

公
衆
参
与
の
範
囲
、
形
式
等
も
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
で
も
、
制
度
上
の
不
備
が
数
多
く
あ
る
こ
と
や
、
公
衆
参
与
が
形

式
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
中
国
の
公
衆
参
与
は
先
進
国
と
比
較
し
て
開
始
さ
れ
た
時
期
が
遅
く
、
充
分
な

効
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
。
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三

他
方
、
電
子
政
府
は
一
九
九
九
年
に
各
行
政
機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
政
府
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（「
政
府
上
網
工
程
」）
が
始
ま
っ
て
以
降
急
速
に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
世
界
的
に
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。

国
家
統
計
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
八
・
四
三
億
人
で
あ
る
。
特
に
地
方
レ
ベ

ル
の
行
政
は
、
自
ら
運
営
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
が
運
営
し
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
を
運
営
し
て
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
の
先
進
例
も
見
ら
れ
る
。
他
方
で
、
民
主
化
の
進
展
に
伴
い
、
国
民
の
行
政
活
動
に
意

思
を
表
明
す
る
意
欲
も
強
く
な
っ
て
い
る
。
情
報
技
術
の
利
用
に
よ
り
、
場
所
や
時
間
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
人
間
関
係
が
空
間
的
に
も

社
会
的
に
も
拡
大
し
、
そ
こ
か
ら
公
衆
参
与
が
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

四

中
国
の
公
衆
参
与
に
は
不
備
が
多
数
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
述
し
た
電
子
政
府
の
発
展
に
伴
い
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
て
、
行
政
と
国
民
の
間
に
情
報
を
交
換
で
き
る
新
た
な
道
が
多
数
開
か
れ
て
い
る
。

公
衆
参
与
に
充
分
な
経
験
を
も
た
な
い
中
国
の
行
政
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
既
存

の
研
究
成
果
を
参
照
し
つ
つ
、
電
子
政
府
の
発
展
の
公
衆
参
与
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
を
検
討
す
る
。

本
稿
の
論
述
の
順
序
と
し
て
、
ま
ず
、
公
衆
参
与
の
発
展
及
び
到
達
点
を
踏
ま
え
、
そ
こ
に
顕
在
し
て
い
る
問
題
点
を
ま
と
め
る

（
第
一
章
）。
次
に
、
電
子
政
府
の
発
展
と
公
衆
参
与
に
係
る
新
た
な
動
き
を
紹
介
す
る
（
第
二
章
）。
最
後
に
、
電
子
政
府
の
発
展
の

公
衆
参
与
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
を
提
示
す
る
（
第
三
章
）。

第
一
章

中
国
に
お
け
る
公
衆
参
与
制
度
と
そ
の
実
態

中
国
に
お
い
て
、
公
衆
参
与
に
関
す
る
規
定
は
、
法
律
、
行
政
法
規
、
部
門
規
章
、
地
方
性
法
規
、
地
方
政
府
規
章
及
び
規
範
性
文

書
（「
規
範
性
文
件
」）
に
置
か
れ
て
い
る(5
)。
本
章
で
は
、
公
衆
参
与
の
発
展
過
程
並
び
に
主
要
領
域
の
現
行
法
制
度
を
概
観
し
、
公
衆
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参
与
の
主
な
問
題
を
ま
と
め
た
い
。

第
一
節

公
衆
参
与
の
発
展
と
到
達
点

一

公
衆
参
与
の
発
展
過
程

一
九
八
二
年
の
「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
」
に
は
、
国
家
事
務
、
経
済
及
び
文
化
事
業
、
社
会
事
務
を
管
理
す
る
権
利
（
二
条
）、

並
び
に
批
判
及
び
意
見
を
提
出
す
る
権
利
（
四
一
条
）
を
国
民
に
与
え
る
定
め
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
初
、
行
政
は
経
済
発

展
に
重
心
を
置
き
、
前
述
し
た
権
利
を
如
何
に
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
は
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
。

公
衆
参
与
の
萌
芽
は
一
九
九
〇
年
代
初
頭
、
改
革
開
放
の
深
化
と
外
資
の
増
大
に
よ
っ
て
生
じ
た
。
そ
の
際
、
国
際
金
融
機
関
の
融

資
に
よ
り
建
設
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
、
経
済
発
展
の
重
要
な
手
段
の
一
部
と
な
っ
た
。
融
資
を
申
請
す
る
場
合
、
各
開
発
途
上
国

は
環
境
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
参
与
を
含
む
環
境
影
響
評
価
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

一
九
九
三
年
の
「
国
際
金
融
機
関
か
ら
の
借
款
に
よ
る
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環
境
影
響
評
価
管
理
活
動
の
強
化
に
関
す
る
国
家
環
境

保
護
局
、
国
家
計
画
委
員
会
、
財
政
部
及
び
中
国
人
民
銀
行
の
通
知
」（「
国
家
環
保
局
、
国
家
計
委
、
財
政
部
和
中
国
人
民
銀
行
関
於

加
強
国
際
金
融
組
織
貸
款
建
設
項
目
環
境
影
響
評
価
管
理
工
作
的
通
知
」）
に
は
、「
国
際
融
資
に
よ
る
建
設
事
業
を
申
請
す
る
た
め
に

環
境
影
響
評
価
書
を
作
成
す
る
と
き
、
建
設
事
業
を
所
管
す
る
部
門
及
び
環
境
保
護
部
門
は
借
款
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
所
在
地
の
人
民
代

表
大
会
〔
以
下
「
人
代
」
と
呼
ぶ
〕
の
代
表
、
政
治
協
商
会
議
の
委
員
、
群
衆
団
体
（
市
民
団
体
）、
学
術
団
体
ま
た
は
居
民
委
員
会
、

村
民
委
員
会
の
代
表
に
意
見
や
建
議
を
直
接
聴
取
し
、
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
所
在
地
の
人
代
、
政
治
協
商
会
議
ま
た
は
群
衆
団
体
は
、

影
響
を
受
け
る
地
域
の
公
衆
に
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

二
〇
〇
〇
年
か
ら
、
公
衆
参
与
は
社
会
の
焦
点
と
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
第
一
に
、
市
場
経
済
の
改
革
と
発
展
に
よ
っ
て
、
社
会
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の
利
益
が
多
種
多
様
に
な
り
、
管
理
統
制
を
中
心
と
し
た
行
政
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る(6
)。
第
二
に
、
以
下
の
よ
う
な
問
題

が
生
じ
た
。
土
地
使
用
権
の
払
下
げ
や
譲
渡
に
よ
る
収
入
は
、
地
方
政
府
の
財
産
に
属
し
て
お
り
、
土
地
使
用
権
の
価
格
が
高
騰
し
た

た
め
、
土
地
使
用
料
は
地
方
政
府
の
主
要
な
収
入
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
方
政
府
が
財
政
収
入
の
最
大
化
を
追
求
す
る
過
程
で
、

強
制
的
に
住
民
の
住
居
を
破
壊
す
る
な
ど
公
権
力
に
よ
る
個
人
の
利
益
の
侵
害
が
起
こ
っ
た
た
め
、
各
地
で
住
民
運
動
が
発
生
し
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
公
衆
参
与
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(7
)。
第
三
に
、
二
〇
〇

二
年
の
中
国
共
産
党
第
一
六
回
全
国
代
表
大
会
で
、
政
策
策
定
へ
の
公
衆
参
与
の
整
備
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る(8
)。
そ
の
後
の
社
会

発
展
に
伴
い
、
公
衆
参
与
の
領
域
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

二

公
衆
参
与
の
主
要
領
域
と
そ
の
基
本
制
度

中
国
の
公
衆
参
与
は
、
国
家
事
務
に
お
け
る
公
衆
参
与
（
法
令
・
政
策
作
成
過
程
へ
の
参
与
等
）、
社
会
事
務
に
お
け
る
公
衆
参
与

（
環
境
・
衛
生
保
護
へ
の
参
与
等
）、
経
済
文
化
事
業
に
お
け
る
公
衆
参
与
（
経
済
・
教
育
・
文
化
に
関
す
る
計
画
へ
の
参
与
等
）
に

分
類
さ
れ
る(9
)。
国
家
事
務
に
お
け
る
公
衆
参
与
は
、
行
政
領
域
を
問
わ
な
い
一
般
的
公
衆
参
与
で
あ
り
、
他
は
特
定
の
行
政
領
域
に
お

け
る
公
衆
参
与
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
一
般
的
公
衆
参
与
の
制
度
を
紹
介
し
、
特
定
領
域
に
お
け
る
公
衆
参
与
の
う
ち
、
制
度
の
整
備

が
進
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
環
境
保
護
領
域
及
び
都
市
計
画
領
域
の
公
衆
参
与
を
紹
介
す
る
。

（
一
）
一
般
的
公
衆
参
与

ア

行
政
立
法(10
)制
定
の
際
の
公
衆
参
与
手
続

中
国
に
お
い
て
は
、
改
革
開
放
後
の
経
済
発
展
の
急
展
開
に
対
応
す
る
た
め
、
立
法
の
整
備
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
地
方
で
は
、
一
定
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の
期
間
内
に
集
中
的
に
膨
大
な
数
の
地
方
性
法
規
及
び
地
方
政
府
規
章
（
以
下
「
地
方
立
法
」
と
呼
ぶ
）
が
制
定
さ
れ
た
。
地
方
立
法

の
中
に
は
、
憲
法
や
法
律
、
行
政
法
規
と
矛
盾
抵
触
す
る
も
の
が
あ
り
、
同
じ
問
題
に
つ
い
て
各
地
方
の
規
定
が
異
な
る
と
い
っ
た
問

題
や
、
重
複
立
法
の
問
題
も
多
く
存
在
し
て
い
た(11
)。
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
二
〇
〇
〇
年
に
中
華
人
民
共
和
国
立
法
法

（
以
下
「
立
法
法
」
と
呼
ぶ
）
が
公
布
さ
れ
た
。

立
法
法
の
目
的
は
「
立
法
活
動
を
規
律
し
、
国
家
の
立
法
制
度
を
整
備
し
、
立
法
の
質
を
高
め
、
中
国
的
特
色
の
あ
る
社
会
主
義
法

律
体
系
を
完
全
な
も
の
と
し
、
立
法
の
牽
引
的
及
び
推
進
的
な
役
割
を
発
揮
さ
せ
、
社
会
主
義
民
主
を
保
障
し
か
つ
発
展
さ
せ
、
法
に

基
づ
く
国
家
統
治
を
全
面
的
に
促
進
」（
一
条
）
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
は
、
立
法
活
動
全
般
を
規
律
し
、
立
法
手
続
、
立
法
権
限
、

抵
触
問
題
等
に
つ
い
て
規
定
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
国
の
行
政
機
関
で
あ
る
国
務
院
が
行
政
法
規
を
制
定
す
る
際
に
国
民
に
意

見
を
表
明
さ
せ
る
た
め
の
公
衆
参
与
手
続
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
行
政
法
規
を
作
成
す
る
過
程
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関
、
組
織
及

び
公
衆
か
ら
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
見
の
聴
取
に
は
座
談
会
、
論
証
会
、
聴
証
会
等
の
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
」（
五
八
条
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
意
見
収
集
手
続
が
新
設
さ
れ
た
。「
行
政
法
規
の
草

案
を
社
会
に
公
布
し
て
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
六
七
条
二
項
）
と
し
て
い
る
。
座
談
会
、
論
証
会
、
聴
証
会
、
意
見

収
集
手
続
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
本
章
第
二
節
で
言
及
す
る
。

二
〇
〇
一
年
に
国
務
院
は
立
法
法
の
附
属
法
令
と
し
て
の
規
章
制
定
手
続
条
例
（「
規
章
制
定
程
序
条
例
」）
を
公
布
し
た(12
)。
条
例
は

国
務
院
に
お
け
る
各
部
・
委
員
会
が
部
門
規
章
を
制
定
す
る
際
及
び
地
方
人
民
政
府
が
地
方
政
府
規
章
を
制
定
す
る
際
に
、
公
衆
参
与

の
実
施
を
要
求
し
て
い
る
。
手
続
内
容
は
立
法
法
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

イ

行
政
決
定
の
際
の
公
衆
参
与
手
続
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二
〇
一
九
年
に
、
国
務
院
は
地
方
人
民
政
府
に
よ
る
独
断
的
な
行
政
決
定
を
防
止
す
る
た
め
、
重
要
行
政
決
定
手
続
暫
定
条
例

（「
重
大
行
政
決
策
程
序
暫
行
条
例
」）
を
公
布
し
た(13
)。
同
条
例
は
「
科
学
的
・
民
主
的
・
合
法
的
な
行
政
決
定
手
続
を
定
め
、
行
政
決

定
の
質
及
び
意
思
形
成
の
効
率
を
向
上
し
、
行
政
機
関
の
責
任
を
明
確
に
す
る
」（
一
条
）
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
県
以

上
の
人
民
政
府
が
重
要
な
行
政
決
定
を
行
う
際
の
手
続
を
初
め
て
法
制
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
知
る
権
利
、
参
加
権
、
監
視
権

を
保
障
す
る
意
義
を
も
っ
て
い
る(14
)。

重
要
な
行
政
決
定
と
は
、「
①
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
管
理
、
社
会
管
理
及
び
環
境
保
護
等
に
係
る
重
要
な
公
共
政
策
、

②
経
済
・
社
会
発
展
等
に
係
る
重
要
な
計
画
、
③
自
然
資
源
及
び
文
化
資
源
の
開
発
・
利
用
・
保
護
に
係
る
重
要
な
公
共
政
策
、
④
当

該
行
政
区
域
に
お
け
る
重
要
な
公
共
事
業
、
⑤
そ
の
他
の
経
済
・
社
会
発
展
に
重
大
な
影
響
が
あ
る
事
項
、
重
要
な
公
共
利
益
ま
た
は

国
民
と
関
わ
り
の
深
い
事
項
」（
三
条
）
で
あ
る
。「
県
以
上
の
人
民
政
府
は
重
要
な
行
政
決
定
を
作
成
・
調
整
す
る
と
き
」（
二
条
）、

「
充
分
に
群
衆
の
意
見
を
聴
取
し
、
多
種
多
様
な
形
式
に
よ
っ
て
決
定
過
程
に
お
け
る
公
衆
参
与
を
保
障
す
る
」（
六
条
）
と
し
て
い

る
。
意
見
聴
取
の
方
法
は
、「
座
談
会
、
聴
証
会
、
現
地
調
査
、
意
見
収
集
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
民
意
調
査
等
」（
一
四
条
）
で
あ
る
。

（
二
）
特
定
領
域
に
お
け
る
公
衆
参
与

ア

環
境
保
護
領
域
の
公
衆
参
与
手
続

一
九
九
〇
年
代
か
ら
環
境
被
害
に
抗
議
す
る
活
動
が
発
生
し
、
そ
れ
ら
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
っ
た
が
、
中
央
政
府
に
よ
る
監
督
、

あ
る
い
は
人
事
異
動
で
汚
職
を
防
止
す
る
等
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
み
で
は
達
成
し
難
か
っ
た
。
そ
の
行
き
詰
ま
り
を
解
決
す
る
手
法
の
一

つ
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
及
び
公
衆
を
環
境
保
護
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

現
行
「
環
境
保
護
法
」
に
お
い
て
、「
環
境
保
護
は
、
保
護
優
先
、
予
防
中
心
、
総
合
管
理
、
公
衆
参
与
及
び
損
害
責
任
の
原
則
を
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貫
く
」（
五
条
）
と
の
原
則
が
初
め
て
明
文
化
さ
れ
た
。「
情
報
公
開
と
公
衆
参
与
」
に
関
す
る
独
立
の
章
が
設
け
ら
れ
、
公
衆
が
環
境

保
護
へ
参
加
す
る
権
利
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
二
〇
一
五
年
に
国
務
院
環
境
保
護
部
が
公
布
し
た
部
門
規
章
で
あ
る
「
環

境
保
護
に
係
る
公
衆
参
与
の
方
法
」（「
環
境
保
護
公
衆
参
与
弁
法
」）
に
お
い
て
、
公
衆
参
与
の
原
則
は
「
合
法
、
秩
序
、
自
発
、
便

宜
」（
三
条
）
と
定
め
ら
れ
、
参
与
方
式
と
し
て
「
意
見
取
集
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
座
談
会
、
専
門
家
論
証
会
、
聴
証
会
等
」（
四

条
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

イ

都
市
計
画
領
域
の
公
衆
参
与
手
続

改
革
開
放
後
、
都
市
計
画
が
単
に
都
市
建
設
の
手
段
で
は
な
く
、
資
源
の
分
配
で
も
あ
る
と
意
識
さ
れ
た
結
果
、
都
市
計
画
に
お
け

る
公
平
性
が
重
要
視
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
公
衆
が
都
市
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
た
。
現
在
の
都
市
計
画
制
度
は
、

二
〇
〇
七
年
の
城
郷
規
劃
法
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
都
市
計
画
の
民
主
性
を
確
保
す
る
た
め
、
公
衆
参
与
の
規
定
も
設
け

ら
れ
て
い
る(15
)。

ま
ず
、「
都
市
農
村
計
画
が
審
査
許
可
に
送
付
さ
れ
る
前
、
計
画
の
策
定
を
所
管
す
る
機
関
は
都
市
農
村
計
画
草
案
を
公
告
し
、
論

証
会
、
聴
証
会
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
専
門
家
と
公
衆
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
告
期
間
は
三
〇
日
以
上
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
計
画
策
定
の
所
管
機
関
は
、
十
分
に
専
門
家
と
公
衆
の
意
見
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
審
査
許
可
の
た
め
の
送

付
資
料
に
意
見
処
理
状
況
と
理
由
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
六
条
）
と
定
め
て
い
る
。
次
に
「
計
画
策
定
の
所
管
機
関
は
、

専
門
家
及
び
関
係
機
関
を
組
織
し
、
定
期
的
に
計
画
の
実
施
を
評
価
し
、
論
証
会
、
聴
証
会
そ
の
他
の
方
法
に
よ
っ
て
公
衆
の
意
見
を

聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
四
六
条
）
と
し
て
い
る
。
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ウ

そ
の
他
の
特
定
領
域

そ
の
他
、
市
場
経
済
、
医
療
衛
生
、
交
通
安
全
等
の
法
制
度
に
お
い
て
も
、
行
政
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
公
衆
参
与
に
関
す
る
規

定
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
市
場
経
済
に
お
け
る
独
占
や
不
当
な
価
格
表
示
等
行
為
を
規
制
す
る
た
め
、
一
九
九
七
年
に
制
定

さ
れ
た
中
華
人
民
共
和
国
価
格
法(16
)の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
国
民
の
生
活
等
に
直
接
関
係
す
る
公
共
事
業
の
価

格
や
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
に
関
す
る
政
府
指
導
価
格
及
び
政
府
公
定
価
格
の
決
定
に
あ
た
り
、
聴
証
会
制
度
を
確
立
し
、
政
府

価
格
主
管
部
門
の
主
催
に
よ
り
、
消
費
者
、
経
営
者
及
び
関
連
方
面
の
意
見
を
聴
取
し
、
そ
の
必
要
性
と
実
行
可
能
性
を
論
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
三
条(17
)）。

第
二
節

公
衆
参
与
の
問
題
点

一

参
与
主
体
に
関
す
る
問
題

様
々
な
法
制
度
に
お
い
て
公
衆
参
与
の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
誰
を
参
加
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
法
令
ご
と
に
異
な
り
、

そ
の
範
囲
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
公
衆
参
与
の
主
体
は
、
環
境
保
護
法
で
は
「
国
民
、
法
人
及
び
そ
の
他
の
組
織
」（
五
三
条
）、

立
法
法
で
は
「
社
会
公
衆
」（
六
七
条
）、
城
郷
規
劃
法
で
は
「
公
衆
」（
二
六
条
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
行
政
は
大
き
な
裁

量
権
を
有
し
て
い
る
。
特
に
、
参
加
者
数
が
限
ら
れ
て
い
る
際
、
参
加
者
全
員
が
行
政
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
状
況
も
見
ら
れ
る(18
)。
行
政

が
参
加
者
を
恣
意
的
に
選
ぶ
場
合
、
公
衆
参
与
の
主
体
で
あ
る
参
加
者
は
国
民
の
代
表
で
は
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る(19
)。

以
上
の
法
制
度
の
問
題
に
加
え
て
、
中
国
で
国
民
と
行
政
の
間
に
介
在
し
て
い
る
「
単
位
」
及
び
「
社
区
」
に
関
わ
る
問
題
も
あ
る
。

先
述
し
た
参
加
主
体
に
よ
る
参
加
以
外
に
、「
単
位
」、「
社
区
」
を
通
じ
た
参
加
が
多
い
。「
単
位
」
は
、
基
本
的
に
勤
務
先
（
行
政
機

関
、
国
有
企
業
）
の
総
称
で
あ
り
、
計
画
経
済
体
制
の
下
で
国
民
を
組
織
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
、
生
産
や
事
業
を
営
む
場
に
限
ら
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ず
、
中
国
共
産
党
か
ら
の
政
治
指
導
と
経
済
的
保
障
を
通
じ
て
、
社
会
の
末
端
で
の
国
民
を
組
織
す
る
場
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い

た
。「
単
位
」
は
そ
れ
に
所
属
す
る
職
員
の
生
活
に
必
要
な
行
政
・
教
育
・
医
療
・
福
利
厚
生
等
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
た
。

改
革
開
放
後
、
市
場
経
済
化
へ
の
移
行
過
程
で
、
経
済
効
率
の
悪
い
国
有
企
業
が
解
体
さ
れ
、
民
営
企
業
が
増
加
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

国
有
企
業
に
あ
る
「
単
位
」
は
多
数
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
国
民
は
「
単
位
人
」
か
ら
「
社
会
人
」
と
変
化
し
、
生
活
基

盤
も
「
単
位
」
か
ら
社
会
へ
と
移
行
し
た(20
)。
そ
の
後
、「
社
区
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
相
当
す
る
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
設
け
ら
れ
た
。

「
社
区
」
に
は
、
社
区
の
住
民
か
ら
選
挙
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
組
織
し
た
住
民
委
員
会
（「
居
民
委
員
会
」）
が
あ
る
。「
中
華
人
民
共

和
国
都
市
住
民
委
員
会
組
織
法
」（「
中
華
人
民
共
和
国
城
市
居
民
委
員
会
組
織
法
」）
で
は
「
住
民
委
員
会
は
住
民
に
よ
る
自
己
管
理
、

自
己
教
育
、
自
己
サ
ー
ビ
ス
の
自
治
組
織
で
あ
る
」（
二
条
一
項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
住
民
委
員
会
は
行
政
か
ら
は
自
分
の
下
位
組
織
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
指
令
等
を
押
し
付

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る(21
)。
住
民
委
員
会
が
運
営
し
て
い
る
「
社
区
」
は
、
従
前
の
党
の
指
揮
命
令
シ
ス
テ
ム
の
末
端
組
織
で
あ
る
「
単

位
」
と
は
異
な
る
が
、
自
発
的
な
意
思
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
単
位
」
で
あ
れ
「
社
区
」
で
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
組
織
が
行
政
と
国
民
の
間
に
存
在
し
て
い
る
た
め
、
公
衆
参
与
を
実
施
す
る
際
、

行
政
が
「
単
位
」、「
社
区
」
の
代
表
者
を
頼
っ
て
意
見
を
募
集
す
る
こ
と
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
代
表
者
が
提
出
さ
れ
た
意
見
を
勝

手
に
ま
と
め
、
自
分
に
と
っ
て
不
利
な
内
容
を
削
除
す
る
こ
と
も
発
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
定
め
も
存
在
し

て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
単
位
」
あ
る
い
は
「
社
区
」
を
経
由
し
た
公
衆
参
与
は
、
加
工
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
意
見
が
十

分
に
汲
み
取
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る(22
)。

二

情
報
公
開
に
関
す
る
問
題
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情
報
公
開
は
公
衆
参
与
の
基
礎
で
あ
る
。
か
つ
て
、
中
国
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
情
報
だ
け
が
国
民
に
公
開
さ
れ
た
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に

加
入
し
た
後
、
透
明
性
原
則
に
対
応
す
る
た
め
、
二
〇
〇
七
年
に
中
華
人
民
共
和
国
行
政
情
報
公
開
条
例
（「
中
華
人
民
共
和
国
政
府

信
息
公
開
条
例
」）
を
公
布
し
た
。
現
行
条
例
に
基
づ
い
て
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
ま
ず
、
行
政
情
報
（
政
府
信
息
）
は
、「
行
政

機
関
が
職
責
履
行
の
過
程
に
お
い
て
作
成
又
は
取
得
し
、
一
定
の
形
式
で
記
録
・
保
存
す
る
情
報
」（
二
条
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
情
報
公
開
の
方
法
は
、
各
行
政
機
関
に
よ
る
情
報
の
公
表
（
三
章
）
と
、
個
人
や
団
体
が
そ
の
生
産
活
動
、
生
活
、
研
究
等
に

必
要
な
情
報
に
つ
い
て
行
う
開
示
請
求
に
基
づ
く
公
開
（
四
章
）
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
、
教
育
、
衛
生
健
康
、
水
・
電
気
・
ガ
ス
・

地
域
熱
供
給
、
環
境
保
護
、
公
共
交
通
等
、
公
衆
の
利
益
と
緊
密
す
る
事
業
を
行
う
公
共
企
業
・
事
業
者
も
行
政
機
関
に
準
じ
た
情
報

公
開
を
行
う
こ
と
（
五
五
条
）
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
条
例
は
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
保
障
の
法
的
根
拠
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る(23
)。

も
っ
と
も
、
情
報
公
開
に
つ
い
て
も
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(24
)。
例
え
ば
、
情
報
の
開
示
が
請
求
さ
れ
た
場
合
、
本
来
は
公
開
が
原

則
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
条
例
に
お
い
て
例
外
的
に
不
開
示
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
家
秘
密
（
一
四
条
）、
商
業
秘
密
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
（
一
五
条
）、
行
政
の
内
部
事
務
（
一
六
条
）
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
情
報
を
公
開
し
な
い
こ
と
が
多
い(25
)。
そ

し
て
、
自
発
的
に
情
報
を
公
開
し
て
い
て
も
、
誤
字
、
誤
情
報
な
ど
質
が
極
め
て
低
い
こ
と
も
あ
る
。
中
国
政
法
大
学
が
発
表
し
た

「
二
〇
一
六
年
法
治
政
府
評
価
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
多
数
の
地
方
人
民
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
情
報
公
開
は
不
十
分
で
あ
り
、
特

に
環
境
領
域
や
消
費
領
域
な
ど
に
関
わ
る
情
報
が
少
な
い
。
ま
た
、
内
容
が
更
新
さ
れ
て
お
ら
ず
、
時
期
が
遅
れ
て
い
る
も
の
も
多
い(26
)。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
リ
ン
ク
が
機
能
し
て
い
な
い
な
ど
技
術
的
な
問
題
も
あ
る
た
め
、
訪
問
者
に
多
大
な
不
便
を
与
え
て
い
る(27
)。

ま
た
、
公
衆
参
与
を
実
施
す
る
際
、
行
政
機
関
は
理
解
し
や
す
い
資
料
を
作
成
し
て
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
務
上
、

行
政
機
関
は
、
政
策
な
ど
の
案
の
作
成
に
か
か
る
労
力
を
節
約
し
、
ま
た
、
案
を
作
成
す
る
迅
速
性
を
確
保
す
る
た
め
、
公
開
資
料
を
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簡
略
化
す
る
な
ど
、
公
衆
参
与
を
丁
寧
に
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

三

各
参
与
手
続
の
問
題

前
述
し
た
通
り
、
公
衆
参
与
手
続
の
方
法
は
、
座
談
会
、
論
証
会
、
聴
証
会
と
意
見
収
集
手
続
（「
公
開
征
求
意
見
程
序
」）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
論
証
会
（「
専
門
家
論
証
会
」
と
も
い
う
）
の
参
加
者
は
専
門
家
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
行
政
立
法
ま

た
は
行
政
決
定
の
必
要
性
、
実
行
可
能
性
、
科
学
性
を
中
心
に
検
討
さ
れ
る(28
)。
中
国
で
は
、
行
政
が
専
門
家
の
意
見
を
聞
く
こ
と
も
公

衆
参
与
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
論
証
会
も
公
衆
参
与
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
人
が
参
加
す
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
の
対
象
と
し
な
い
。

そ
れ
以
外
の
方
法
の
う
ち
、
聴
証
会
の
利
用
頻
度
が
最
も
高
い
た
め
、
ま
ず
こ
の
制
度
か
ら
紹
介
す
る
。
聴
証
会
は
各
利
害
関
係
者

が
平
等
に
意
見
を
出
し
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
公
衆
参
与
手
続
で
あ
る
聴
証
会
に
は
、
行
政
立
法
の
前

に
行
う
も
の
と
、
重
要
な
行
政
決
定
の
前
に
行
う
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る(29
)。
聴
証
会
の
手
続
は
、
行
政
許
可
の
設
定
及
び
実

施
を
規
律
す
る
た
め
の
「
行
政
許
可
法
」
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
行
政
許
可
は
「
行
政
機
関
が
公
民
、
法
人
又
は
そ
の
他
の
組
織
の
申

請
に
基
づ
き
、
法
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
こ
れ
ら
の
者
に
特
定
の
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
行
為
」（
二
条
）
で
あ
る
。
同

法
は
、「
行
政
許
可
が
申
請
者
と
第
三
者
と
の
間
の
重
大
な
利
害
関
係
に
関
わ
る
場
合
」、
行
政
機
関
は
「
申
請
者
及
び
利
害
関
係
者
に

聴
証
を
申
し
立
て
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
四
七
条
一
項
）
と
し
、
各
利
害
関
係
者
へ
の
通
知
、
聴
証

主
宰
者
の
選
任
や
聴
証
に
お
け
る
主
張
の
陳
述
及
び
答
弁
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
行
政
立
法
に
お
け
る
聴
証
会
の
手
続
は
立
法
法
に
定

め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
実
務
上
、
上
述
の
規
定
を
準
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
比
較
的
に
最
近
公
布
さ
れ
た
重
要
行
政
決
定
手
続
暫
定
条

例
に
お
い
て
は
、
重
要
な
行
政
決
定
に
お
け
る
聴
証
会
の
手
続
に
関
し
て
、
行
政
許
可
法
と
ほ
ぼ
同
じ
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
し
か
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し
、
実
務
上
、
聴
証
会
に
は
、
国
民
の
代
表
が
行
政
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
こ
と
や
、
国
民
の
代
表
の
発
言
時
間
が
保
障
さ
れ
な
い
な
ど

の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(30
)。

座
談
会
と
は
行
政
決
定
を
行
う
過
程
に
お
い
て
、
行
政
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
に
六
～

八
人
で
構
成
さ
れ
る
円
卓
会
議
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
参
加
者
が
特
定
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
行
う
。
参
加
者
に
は
専
門
家
も
含
ま

れ
る
が
、
一
般
的
に
国
民
の
代
表
が
多
い
。
し
か
し
、
少
数
の
参
加
者
が
行
政
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
し
か
も
座
談
会
の

国
民
へ
の
公
開
を
義
務
付
け
る
定
め
も
な
い
た
め
、
公
衆
参
与
の
方
式
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る(31
)。

意
見
収
集
手
続
は
、
日
本
の
行
政
手
続
法
等
が
定
め
る
意
見
公
募
手
続
に
類
似
し
て
お
り
、
行
政
機
関
が
政
策
等
を
決
定
す
る
に
あ

た
り
、
政
策
等
の
素
案
を
公
表
し
、
広
く
一
般
か
ら
の
意
見
、
情
報
及
び
専
門
的
知
識
を
募
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
意
見
収
集
手

続
に
つ
い
て
は
、
行
政
に
政
策
等
の
素
案
の
関
連
資
料
を
公
開
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(32
)。

四

参
与
結
果
に
関
す
る
問
題

行
政
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
意
見
を
提
出
し
た
人
の
立
場
か
ら
は
、
意
見
が
採
用
さ
れ
た
か
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
関
心
を
持
つ
の
は
当
然
で
あ
る
。
公
衆
の
関
心
・
支
持
を
維
持
し
、
さ
ら
に
政
策
の
策
定
過
程
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

行
政
が
意
見
に
回
答
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る(33
)。

し
か
し
、
特
に
意
見
収
集
手
続
に
つ
い
て
、
実
施
さ
れ
た
後
、
行
政
機
関
に
提
出
さ
れ
た
意
見
等
の
内
容
並
び
に
そ
の
採
否
及
び
理

由
等
を
公
表
す
る
義
務
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
完
全
に
一
方
向
的
な
意
見
を
聞
く
だ
け
の
手
続
に
過
ぎ
な
い
と
い
わ
れ
る(34
)。
他

の
公
衆
参
与
手
続
に
つ
い
て
も
、
述
べ
ら
れ
た
意
見
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
に
つ
き
、
行
政
機
関
の
公
衆
に
対
す
る
応
答
義

務
は
全
く
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(35
)。
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第
二
章

中
国
に
お
け
る
電
子
政
府
の
発
展
に
よ
る
公
衆
参
与
の
変
化

中
国
に
は
新
し
い
技
術
を
受
け
入
れ
や
す
い
社
会
環
境
が
あ
る
。
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
場
合
、
慎
重
に
議
論
を
し
て
か
ら
導
入

す
る
と
い
う
よ
り
、
ま
ず
は
導
入
し
て
何
か
問
題
が
生
じ
た
ら
変
え
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
。
情
報
技
術
に
つ
い
て
も
、
先
進
国
は

個
人
情
報
保
護
な
ど
の
法
制
度
を
整
え
て
か
ら
電
子
政
府
を
推
進
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
国
で
は
逆
の
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
、
利
用
者
の
個
人
情
報
の
漏
洩
な
ど
の
被
害
も
生
じ
て
い
る(36
)。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解

決
で
き
な
い
場
合
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
の
発
展
に
も
支
障
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
近
年
、
中
国
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

に
よ
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
情
報
社
会
三
法
、
す
な
わ
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
（「
網
絡
安
全
法
」）、
デ
ー
タ
安
全
法

（「
数
据
安
全
法
」）
及
び
個
人
情
報
保
護
法
（「
個
人
信
息
保
護
法
」）
を
整
備
し
た
。
以
下
で
は
、
電
子
政
府
の
推
進
過
程
と
情
報
社

会
三
法
の
整
備
を
概
観
し
た
上
で
、
電
子
政
府
の
発
展
に
よ
る
公
衆
参
与
の
変
化
を
紹
介
す
る
。

第
一
節

電
子
政
府
の
発
展
と
情
報
社
会
三
法
の
整
備

一

電
子
政
府
の
推
進
と
そ
の
現
状

（
一
）
電
子
政
府
の
発
展
経
緯

電
子
政
府
の
発
展
過
程
は
技
術
の
推
進
と
理
念
の
変
化
に
よ
り
、
四
期
に
分
け
ら
れ
る(37
)。

第
一
期
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
か
ら
、
国
家
機
関
に
行
政
事
務
の
Ｏ
Ａ
化
を
所
管
す
る
部
門
が
設
置
さ
れ
た
。
一
九
九
〇
年
ま
で
に
、

国
家
経
済
情
報
シ
ス
テ
ム
を
含
む
、
多
種
多
様
な
情
報
シ
ス
テ
ム
が
十
数
個
整
備
さ
れ
、
四
三
の
国
務
院
部
局
に
情
報
セ
ン
タ
ー
も
設

置
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
段
階
で
は
「
電
子
政
府
」
と
い
う
概
念
は
ま
だ
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
利
用
し
て
行
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政
の
事
務
処
理
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

第
二
期
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
か
ら
、
情
報
技
術
が
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
発
展
し
た
。
世
界
的
範
囲
で
の
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

の
発
展
に
応
じ
る
た
め
、
全
国
に
わ
た
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
い
う
目
標
を
含
む
一
九
九
三
年
の
「
三
つ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（「
三
金
工
程
」）、
そ
し
て
、
各
行
政
機
関
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
一
九
九
九
年
の

「
政
府
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（「
政
府
上
網
工
程
」）
に
よ
り
、
電
子
政
府
の
基
礎
と
な
る
情
報
技
術
が
全
面
的
に
整
備
さ
れ

た
。
こ
の
段
階
で
は
、
情
報
技
術
は
単
な
る
事
務
処
理
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
変
化
し
、
情
報
技
術
を
利
活
用
し
た
行
政
管

理
な
い
し
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。

第
三
期
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
、
国
は
各
行
政
機
関
に
分
散
し
た
情
報
資
源
の
統
一
化
を
図
り
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
標
準

化
作
業
を
開
始
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
作
成
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ア
プ
リ
で
あ
る
W
eChat
の

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
た
情
報
公
開
も
行
わ
れ
て
き
た(38
)。
そ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報
安
全
性
も
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(39
)。

二
〇
一
四
年
に
、
習
近
平
は
、「
全
体
的
な
国
家
安
全
観
」、
す
な
わ
ち
電
子
政
府
の
安
全
を
含
む
、
国
家
安
全
の
問
題
を
全
面
的
・
体

系
的
に
把
握
す
る
と
い
う
新
た
な
理
念
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
理
念
は
、
国
民
一
人
一
人
の
権
利
よ
り
も
国
家
全
体
の
問
題

を
重
要
視
し
て
い
る
。

第
四
期
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
に
、
国
務
院
の
部
門
と
し
て
設
置
さ
れ
た
国
家
発
展
と
改
革
委
員
会
（「
国
家
発
展
改
革
委
」）
が

「『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
』
行
動
計
画
の
策
定
に
関
す
る
通
知
」（「
関
於
做
好
制
定
『
互
联
網
＋
』
行
動
計
劃
有
関
工
作
的
通

知
」）
を
公
布
し
て
か
ら
、
一
連
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
始
め
た
。
こ
こ
で
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
と
は
、
情
報
技

術
と
経
済
・
社
会
の
各
領
域
を
融
合
さ
せ
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
物
流
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
医
療
」
等
の
よ
う
に
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
形
態
の
創
出
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
待
ち
時
間
を
な
く
す
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
医
療
診
察
や
、
イ
ン
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タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
物
流
過
程
の
す
べ
て
の
可
視
化
な
ど
の
実
現
に
よ
り
、
国
民
の
生
活
は
一
層
便
利
に
な
っ
た
。
そ
の
中
に
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
政
務
サ
ー
ビ
ス
」
も
含
ま
れ
る
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
政
務
サ
ー
ビ
ス
」
の
推
進
過
程
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
二
〇
一
六
年
に
国
務
院
の
総
務
局

に
あ
た
る
部
門
で
あ
る
国
務
院
弁
公
庁
は
「『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
政
務
サ
ー
ビ
ス
』
の
技
術
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（「
国
務
院
弁
公
庁
関
於
印
発
『
互
联
網
＋
政
務
服
務
』
技
術
体
系
建
設
指
南
的
通
知
」）
を
公
布
し
、「
デ
ー
タ
を
利
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
に
便
宜
を
与
え
る
」
と
い
う
目
標
を
明
ら
か
に
し
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
だ
。
第
二
に
、

二
〇
一
八
年
に
国
務
院
が
公
布
し
た
「
全
国
一
体
化
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
建
設
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（「
国
務
院
関
於

加
快
推
進
全
国
一
体
化
在
線
政
務
服
務
平
台
建
設
的
指
導
意
見
」）
に
よ
っ
て
、
各
地
域
、
各
レ
ベ
ル
の
行
政
部
門
に
あ
る
情
報
の
壁

が
無
く
さ
れ
、
公
衆
に
と
っ
て
さ
ら
に
便
利
な
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
推
進
さ
れ
た
。
第
三
に
、
二
〇
一
八
年
に
広
東
省
で

「
粤
省
事
」
と
い
う
全
国
初
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
、「
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
」
の
転
換
も
行
わ
れ
た(40
)。

（
二
）
電
子
政
府
の
発
展
現
状

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
状
況
を
記
録
し
て
分
析
す
る
た
め
、
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
セ
ン
タ
ー
（「
中
国
互
联
網
絡
信
息
中

心(41
)」）
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
年
に
二
回
、「
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
展
状
況
統
計
報
告
」
を
作
成
し
て
い
る
。
第
四
七
回
統
計
報
告

に
よ
る
と
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
九
・
八
九
億
人
に
達
し
、
そ
の
う
ち
、
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
は
八
・
四
三
億
人
で
あ
る(42
)。
合
計
一
万
四
千
四
四
四
の
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
政
府
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
は
、
各
級
政
府
及
び
そ
の
部
門
、
出
張
所
並
び
に
委
任
事
務
を
処
理
す
る
他
の
組
織
が
設
立
し
、
情
報
公
開
、
行
政
サ
ー
ビ
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ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
機
能
を
有
し
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
中
国
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

一
、
国
務
院
部
門
及
び
そ
の
内
部
組
織
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
八
九
四
、
省
級
及
び
省
級
以
下
行
政
機
関
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
一
万
三
千
五
四
九

で
あ
る(43
)。

他
方
、
国
際
連
合
の
経
済
社
会
局
（
D
epartm
entofEconom
ic
and
SocialA
ffairs:D
ESA
）
が
作
成
し
た
「
二
〇
二
〇
年
国

連
電
子
政
府
調
査
報
告(44
)」
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
電
子
政
府
は
、
国
連
が
電
子
政
府
調
査
で
用
い
る
発
展
指
数
（
E-Governm
ent

D
evelopm
ent
Index
:EGD
I
(45
)）
に
お
い
て
、
二
〇
一
八
年
の
〇
・
六
八
一
一
か
ら
二
〇
二
〇
年
の
〇
・
七
九
四
八
に
増
加
し
、
順

位
は
六
五
位
か
ら
四
五
位
に
上
昇
し
た
。
さ
ら
に
、
国
民
の
電
子
政
府
へ
の
参
与
度
も
前
回
の
二
九
位
か
ら
九
位
に
な
り
、
世
界
的
に

「
非
常
に
高
い
」
レ
ベ
ル
に
達
し
た
と
評
価
さ
れ
た
。

し
か
し
、
電
子
政
府
は
国
全
体
で
統
一
的
に
推
進
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
最
初
は
各
地
方
に
よ
り
独
自
の
方
針
で
整
備
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
各
地
方
の
経
済
能
力
や
電
子
化
に
対
す
る
考
え
方
に
よ
り
、
電
子
政
府
の
発
展
に
は
地
域
間
に
大
き
な
格
差
が
あ
る(46
)。

二

情
報
社
会
三
法
の
整
備

電
子
政
府
の
発
展
に
伴
い
、
情
報
社
会
に
お
け
る
各
主
体
の
権
利
義
務
を
定
め
る
法
制
度
の
整
備
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
こ
の
点

に
関
わ
る
重
要
な
法
律
は
、
二
〇
一
六
年
に
公
布
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
、
二
〇
二
一
年
に
公
布
さ
れ
た
デ
ー
タ
安
全
法
及

び
個
人
情
報
保
護
法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
法
律
の
目
的
と
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
を
保
障
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
空
間
の
主
権
並
び
に
国
家
安
全
及
び
社
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会
公
共
利
益
を
保
ち
、
公
民
、
法
人
そ
の
他
の
組
織
の
合
法
的
な
権
益
を
保
護
し
、
経
済
・
社
会
の
情
報
化
の
健
全
な
発
展
を
促
進
す

る
」（
一
条
）
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
同
法
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
者
の
義
務
が
明
確
さ
れ
、
取
得
し
た
ユ
ー
ザ
ー
情
報
に
含
ま
れ

る
秘
密
を
守
る
こ
と
（
四
〇
条
）、
個
人
情
報
を
収
集
・
使
用
す
る
場
合
に
合
法
、
正
当
、
必
要
の
原
則
に
従
う
こ
と
（
四
一
条
）、
改

ざ
ん
又
は
第
三
者
へ
の
無
断
提
供
等
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
（
四
二
条
）
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営

者
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
所
有
者
、
管
理
者
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
を
意
味
す
る
（
七
六
条
）。

そ
れ
以
外
に
、
同
法
は
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
で
秩
序
あ
る
発
展
を
促
進
し
、
国
家
の
安
全
及
び
社
会
公
共
利
益
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
初
め
て
法
律
の
形
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
名
登
録
制
（
二
四
条(47
)）
を
設
け
、
そ
し
て
、
中
国
国
内
の
情
報
イ

ン
フ
ラ
を
攻
撃
、
破
壊
す
る
国
外
組
織
や
個
人
の
法
的
責
任
を
問
う
こ
と
（
七
五
条
）
も
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
安
全
法
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
を
重
要
視
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
保
護
よ
り
国
の
安
全
及
び
社
会
公
共
利
益
が
強
調
さ

れ
て
い
る(48
)。

（
二
）
デ
ー
タ
安
全
法

デ
ー
タ
安
全
法
は
、
行
政
や
事
業
者
が
扱
う
デ
ー
タ
の
管
理
を
規
律
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
の
利
活
用
策
を
定
め
る
法
で
あ
る
。

「
デ
ー
タ
の
処
理
活
動
を
規
律
し
、
デ
ー
タ
の
安
全
を
保
障
し
、
デ
ー
タ
の
開
発
利
用
を
促
進
し
、
公
民
や
組
織
の
合
法
的
な
権
益
を

守
り
、
国
家
主
権
、
安
全
及
び
発
展
に
関
す
る
利
益
を
維
持
す
る
」（
一
条
）
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
デ
ー
タ
は
「
す
べ
て
の
電
子
的

ま
た
は
そ
の
他
の
形
態
に
よ
る
情
報
に
関
す
る
記
録
」（
三
条
一
項
）
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
処
理
活
動
は
、「
デ
ー
タ
の
収
集
、
保
存
、

使
用
、
加
工
、
伝
送
、
提
供
、
公
開
等
」（
三
条
二
項
）
で
あ
る
。
法
五
章
「
政
務
デ
ー
タ
安
全
及
び
公
開
」
に
お
い
て
は
、
国
家
機

関
が
デ
ー
タ
を
収
集
・
使
用
す
る
場
合
、
法
律
、
行
政
法
規
に
従
う
こ
と
（
三
八
条
）、
国
家
機
関
が
健
全
な
デ
ー
タ
安
全
管
理
シ
ス
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テ
ム
を
構
築
し
、
デ
ー
タ
安
全
保
護
の
責
任
を
履
行
し
、
政
府
デ
ー
タ
の
安
全
を
保
護
す
る
こ
と
（
三
九
条
）、
国
家
機
関
が
事
業
者

に
電
子
政
務
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
維
持
、
政
務
デ
ー
タ
の
保
存
・
加
工
を
委
託
す
る
場
合
、
厳
格
な
手
続
に
従
い
、
か
つ
監
督
す
る
こ

と
（
四
〇
条
）、
国
家
が
政
務
デ
ー
タ
の
公
開
目
録
を
作
成
し
、
相
互
利
用
可
能
で
安
全
か
つ
制
御
可
能
な
政
府
デ
ー
タ
オ
ー
プ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
政
務
デ
ー
タ
の
公
開
・
利
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
（
四
二
条
）
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

他
方
、
同
法
は
、
国
家
が
デ
ー
タ
安
全
審
査
制
度
を
構
築
し
、
国
家
安
全
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
デ
ー
タ
処
理
活
動
を
審
査
す
る

こ
と
（
二
四
条
）
及
び
中
国
に
対
し
て
差
別
的
な
措
置
を
取
っ
た
国
に
対
抗
措
置
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
二
六
条
）
を
定
め
、

デ
ー
タ
処
理
活
動
の
過
程
で
の
違
法
行
為
に
対
す
る
罰
則
（
四
五
条
）
を
設
け
て
い
る
。
デ
ー
タ
安
全
法
に
お
い
て
も
国
家
の
安
全
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
を
主
要
な
内
容
と
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
と
比
較
す
る
と
、
デ
ー
タ
安
全
法
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
の
デ
ー
タ
処
理
活
動
に
よ
っ
て
国
家
利
益
、
公
共
利
益
や
国
民
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
も
適
用

さ
れ
る(49
)。

（
三
）
個
人
情
報
保
護
法

個
人
情
報
保
護
法
が
公
布
さ
れ
る
前
、
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
定
め
は
様
々
な
法
令
に
散
在
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
六
年

の
中
華
人
民
共
和
国
パ
ス
ポ
ー
ト
法
（「
中
華
人
民
共
和
国
護
照
法
」）
に
お
け
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
機
関
と
そ
の
職
員
の
個
人
情
報

に
か
か
る
守
秘
義
務
に
つ
い
て
の
規
定
、
二
〇
一
三
年
の
中
華
人
民
共
和
国
消
費
者
権
益
保
護
法
に
お
け
る
消
費
者
の
個
人
情
報
保
護

の
た
め
の
規
定
が
あ
っ
た
。
情
報
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
個
人
情
報
に
関
す
る
一
般
的
か
つ
基
本
的
な
規
定
を
定
め
る
要
請
が
強
く

な
っ
た(50
)。

個
人
情
報
保
護
法
は
「
個
人
情
報
の
権
益
を
保
護
し
、
個
人
情
報
の
処
理
活
動
を
規
律
し
、
個
人
情
報
の
合
理
的
利
用
を
促
進
す
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る
」（
一
条
）
こ
と
を
目
的
と
す
る
。「
個
人
情
報
の
処
理
」
は
「
個
人
情
報
の
収
集
、
保
存
、
使
用
、
加
工
、
伝
送
、
提
供
、
公
開
、

削
除
等
」（
四
条
）
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
個
人
情
報
の
収
集
は
必
要
最
低
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
過
度
の
収
集
が
禁
止
さ
れ
る

（
六
条
）。
個
人
情
報
の
処
理
は
原
則
と
し
て
当
事
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
三
条
）。
他
の
法
律
に
規
定
が
な
い
限
り
、

個
人
情
報
の
保
存
期
限
は
処
理
目
的
を
達
成
で
き
る
最
短
の
期
間
と
す
る
（
一
九
条
）。
当
事
者
の
同
意
を
得
た
場
合
以
外
、
当
事
者

の
個
人
情
報
を
公
開
し
て
は
な
ら
な
い
（
二
五
条
）。
ま
た
、
同
法
は
、
個
人
情
報
の
処
理
に
関
し
て
、
個
人
の
知
る
権
利
、
決
定
権
、

制
限
又
は
拒
否
権
（
四
四
条
）、
閲
覧
・
複
製
権
（
四
五
条
）、
訂
正
・
補
充
権
（
四
六
条
）、
削
除
権
（
四
七
条
）
を
定
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
同
法
に
違
反
し
て
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
者
に
対
し
て
は
、
個
人
情
報
保
護
職
責
履
行
部
門
が
、
是
正
命
令
、
違
法
取
得
の

没
収
及
び
警
告
な
ど
の
措
置
を
と
る
（
六
六
条
）。
そ
の
他
、
個
人
情
報
保
護
職
責
履
行
部
門
及
び
国
家
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
所
管
部
門
に
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
評
価
体
系
の
作
成
や
技
術
の
発
展
の
促
進
な
ど
複
数
の
責
務
を
課
し
て
い
る
（
六
一
、
六
二
条
）。

第
二
節

電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
の
現
状

一

電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
の
実
態

二
〇
一
六
年
か
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ラ
ス
政
務
サ
ー
ビ
ス
」
が
推
進
さ
れ
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
利
用
し
た
情
報
公
開
に
と

ど
ま
ら
な
い
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
が
充
実
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
国
民
と
の
交
流
ル
ー
ト
は
主
に
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
国
民
が

意
見
・
要
望
を
自
由
に
述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
行
政
が
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集
す
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
意
見
募
集
は
、
行
政
立
法
、
行
政
決
定
に
対
す
る
意
見
公
募
に
限
ら
ず
、
ロ
ゴ
募
集
や
論
文
募
集
な
ど
多

様
な
内
容
を
含
む
。
第
三
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
は
国
民
の
関
心
事
を
理
解
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し
て
も
ら
う
た
め
、
所
管
部
門
の
担
当
者
ま
た
は
専
門
家
が
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
し
て
、
直
接
国
民
に
説
明
し
、
そ
の
場
で
質
問

に
回
答
す
る
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
に
、
国
務
院
弁
公
庁
政
府
情
報
及
び
政
務
公
開
弁
公
室
（「
国
務
院
弁
公
庁
政
府
信
息
与
政
務
公
開
弁
公
室
」）
は
、
各

地
方
・
部
門
の
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
及
び
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
（
政
府
が
活
用
し
て
い
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
）
の
運
用
状
況
に

つ
い
て
、
抽
出
検
査
を
行
っ
た
。
検
査
報
告
に
よ
る
と
、
検
査
を
受
け
た
地
方
政
府
が
運
営
す
る
三
二
八
の
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
全

国
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
総
数
の
二
・
三
％
）
の
中
で
九
八
％
は
政
策
を
公
表
し
て
お
り
、
六
三
・
四
％
は
政
策
を
公
表
す
る
と
同
時
に
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
も
公
表
し
て
い
た
。
ま
た
、
四
五
・
一
％
は
五
日
以
内
に
利
用
者
の
質
問
・
意
見
に
対
応
し
、
二
〇
・
三
％
は

二
四
時
間
以
内
に
対
応
し
て
い
る(51
)。
さ
ら
に
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
整
備
し
た
地
方
政

府
も
多
い
。

二

電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
の
具
体
例

以
下
で
は
、「
二
〇
二
〇
年
国
連
電
子
政
府
調
査
報
告
」
の
「
世
界
中
の
一
〇
〇
電
子
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
第
九
位
を
獲
得
し

た
上
海
市
が
運
用
し
て
い
る
「
一
網
通
弁
―
上
海
市
人
民
政
府
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
及
び
上
述
し
た
検
査
報
告
の
中
で
、
得
点
が
上
位
で

あ
っ
た
「
首
都
之
窓
―
北
京
市
人
民
政
府
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
先
進
例
と
し
て
紹
介
す
る
。

（
一
）「
一
網
通
弁
―
上
海
市
人
民
政
府
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

二
〇
〇
二
年
に
上
海
市
は
「
中
国
上
海
」
と
い
う
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
始
め
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
重
視
さ
れ
て
い
る
内

容
は
、
情
報
公
開
、
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
及
び
国
民
と
の
交
流
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
〇
一
八
年
か
ら
上
海
市
で
開
始
さ
れ
た
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「
様
々
の
申
請
を
一
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
一
つ
の
申
請
を
一
回
の
手
続
で
済
ま
せ
ら
れ
る
こ
と
」
を
目
的
と
し

た
「
一
網
通
弁
」（
T
he
data-centric
online-offline
integration）
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現
在
、
近
隣
の
浙
江
省
、
江
蘇

省
、
安
徽
省
と
連
携
し
て
「
長
三
角
一
体
化
一
網
通
弁
」
と
し
て
実
現
さ
れ
た(52
)。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一
地
域
の
枠
を
越
え
た
政
府
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
が
構
築
さ
れ
、
三
省
一
市
で
の
デ
ー
タ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
共
有
が
実
現
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、

申
請
手
続
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
三
省
一
市
に
お
け
る
公
衆
参
与
の
た
め
の
活
用
も
期
待
で
き
る
。
近
年
、「
一

網
通
弁
―
上
海
市
人
民
政
府
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
高
齢
者
版
と
外
国
語
版
を
そ
れ
ぞ
れ
新
し
く
整
備
し
た(53
)。

国
民
と
の
交
流
の
状
況
に
つ
い
て
、
上
海
市
の
「
二
〇
二
〇
年
度
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
報
告
表
」（「
政
府
網
駅
工
作
年
度
報
表

（
二
〇
二
〇
年
度
）」）
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
当
年
度
に
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
合
計
四
万
六
千
二
一
四
件
の
質
問
が
収
集
さ

れ
、
そ
の
う
ち
の
四
万
五
千
九
九
七
件
が
処
理
さ
れ
た
。
所
要
時
間
は
平
均
五
・
九
八
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
六
千
四
八
六
件
の
処
理

結
果
が
社
会
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
合
計
一
〇
回
の
意
見
収
集
手
続
が
実
施
さ
れ
、
国
民
か
ら
一
四

件
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
第
三
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
二
八
回
実
施
さ
れ
、
国
民
か
ら
七
三
件
の
意
見
が
提
出
さ
れ
、

そ
の
う
ち
五
六
件
に
対
し
て
回
答
が
さ
れ
た
。
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、「
中
国
上
海
門
戸
網
駅
」
と
い
う
W
eChat
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
こ
で
公
表
さ
れ
た
情
報
は
一
五
〇
件
が
あ
り
、
ま
た
、
同
年
度
の
新
規
登
録
者
数
は
六
万
四
千
六
八
九
人
で
あ

る(54
)。

（
二
）「
首
都
之
窓
―
北
京
市
人
民
政
府
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

北
京
市
の
「
首
都
之
窓
―
北
京
市
人
民
政
府
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
一
九
九
八
年
に
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。「
首
都
之
窓
」（
T
he

w
indow
ofthe
capital）
と
い
う
名
称
は
社
会
に
向
け
て
の
窓
口
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
創
設
の
目
的
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と
し
て
、
第
一
に
、
社
会
に
対
し
て
政
府
の
方
針
・
政
策
・
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
報
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
行
政
事
務
に
関
す
る
情

報
を
公
開
す
る
こ
と
、
第
三
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、
第
四
に
、
公
衆
参
与
を
実
現
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。「
首
都
之
窓
」
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
は
、
中
国
語
以
外
に
八
種
類
の
言
語
で
提
供
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
質
問
・
意

見
に
対
し
て
、
多
言
語
に
よ
る
対
応
も
可
能
で
あ
る
こ
と
で
あ
る(55
)。

「
二
〇
二
〇
年
度
北
京
市
人
民
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
運
営
報
告
表
」（「
北
京
市
人
民
政
府
門
戸
網
駅
二
〇
二
〇
年
度
工
作
報
表
」）

に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
同
年
度
に
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
っ
て
合
計
一
九
万
九
千
一
三
八
件
の
質
問
が
収
集
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
九

万
四
千
五
〇
三
件
が
処
理
さ
れ
た
。
所
要
時
間
は
五
・
七
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
五
千
八
七
九
件
の
処
理
結
果
が
社
会
に
公
開
さ
れ
た
。

次
に
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
合
計
一
七
三
回
の
意
見
収
集
手
続
が
実
施
さ
れ
、
国
民
か
ら
四
万
七
千
三
一
四
件
の
意
見
が
提
出
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
二
九
七
回
実
施
さ
れ
、
国
民
か
ら
一
万
九
千
四
五
六
件
の
コ
メ
ン
ト
が
提
出
さ
れ
、

そ
の
う
ち
八
二
八
件
に
回
答
さ
れ
た(56
)。
他
方
、
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
同
じ
く
「
首
都
之
窓
」
と
い
う
名
称
の
W
eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
が
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
度
に
公
表
さ
れ
た
情
報
は
三
千
九
七
件
あ
り
、
同
年
度
の
新
規
登
録
者
数
は
三
二
万
五
千
五

七
三
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
W
eChat
以
外
に
も
、
他
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
が
六
つ
存
在
し
て
い
る(57
)。

三

電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
の
発
展
の
方
向
性

電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
の
発
展
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
公
式
の
計
画
は
存
在
し
て
い
な
い
が
、
二
〇
一
九
年
に
国
務
院
弁
公
庁

秘
書
局
が
公
表
し
た
「
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
検
査
基
準
」（「
政
府
網
駅
与
政
務
新
媒
体
検
査
指

標
」）
の
中
に
、
そ
れ
を
窺
わ
せ
る
も
の
が
存
在
す
る(58
)。
そ
こ
で
は
交
流
ル
ー
ト
の
基
盤
整
備
、
国
民
か
ら
の
意
見
に
対
す
る
応
答
及

び
参
与
の
結
果
公
開
が
検
査
項
目
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
要
求
を
満
た
す
こ
と
が
合
格
の
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
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ま
ず
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
国
民
と
の
交
流
ル
ー
ト
の
整
備
に
関
し
て
、
ル
ー
ト
が
設
置
さ
れ

た
か
否
か
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
通
し
て
国
民
と
の
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
現
で
き
た
か
、
そ
し
て
国
民
の
便
宜
の
た
め
、
各
地
方

の
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
あ
る
各
交
流
ル
ー
ト
へ
の
登
録
ア
カ
ウ
ン
ト
が
同
一
化
さ
れ
た
か
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
国
民
の
質
問
・
意
見
に
対
し
て
迅
速
な
対
応
が
さ
れ
る
こ
と
、
応
答
の
内
容
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
い

く
つ
か
の
地
方
で
は
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
人
工
知
能
に
よ
る
回
答
も
実
現
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
交
流
ル
ー
ト
の
利
用
状
況
を
公
開
す
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
、
い
く
つ
か
の
地
方
で
は
利
用
者
か
ら
の
質
問
・
意
見
を
す

べ
て
公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
質
問
・
意
見
が
さ
れ
た
時
間
、
行
政
が
質
問
・
意
見
を
応
答
し
た
時
間
、

応
答
機
関
、
応
答
内
容
も
必
ず
公
開
す
る
と
規
定
し
て
い
る
地
方
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
質
問
・
意
見
に
関
す
る
統
計
デ
ー
タ
を
定
期

的
に
公
開
し
て
い
る
地
方
も
あ
る
。

第
三
章

電
子
政
府
の
発
展
の
公
衆
参
与
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題

電
子
政
府
の
発
展
に
伴
い
、
情
報
技
術
を
利
用
し
た
公
衆
参
与
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
課
題
も
存
在
し
て
い
る
。
現
在
、
中
国
で
は
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
に
対
し
て
肯
定
的
な
見
方
が
比
較
的
多
い
。
し
か
し
、

公
衆
か
ら
の
意
見
の
真
実
性
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
は
未
だ
に
問
題
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
今
の
行
政
が
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参

与
を
ど
こ
ま
で
適
切
に
対
応
で
き
る
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。
本
章
は
現
在
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

る
も
の
で
あ
る
。

第
一
節

公
衆
参
与
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
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一

国
民
に
と
っ
て
の
参
与
の
容
易
さ

第
一
に
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
は
場
所
と
時
間
を
自
由
に
選
択
で
き
る
た
め
、
国
民
に
と
っ
て
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
が
低
く
な

る
と
評
価
さ
れ
て
い
る(59
)。
か
つ
て
、
参
加
が
積
極
的
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
行
政
は
国
民
か
ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
必
要
が
あ
る

場
合
、「
単
位
」
あ
る
い
は
「
社
区
」
の
代
表
者
を
頼
っ
て
意
見
を
募
集
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
通
り
、「
単

位
」、「
社
区
」
の
代
表
者
が
意
見
を
勝
手
に
ま
と
め
、
自
分
に
と
っ
て
不
利
な
内
容
を
削
除
す
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
電
子

政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
に
お
い
て
は
、
直
接
国
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
遠
方
の
者
を
含
む
多
数
の
者
と

電
子
会
議
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
座
談
会
や
聴
証
会
に
参
加
す
る
代
表
者
の
人
数
が
少
な
い
と
い
う
問
題
も
改
善
で
き
る
。

第
二
に
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
に
お
い
て
は
、
情
報
公
開
の
方
式
が
多
様
化
さ
れ
た
た
め
、
国
民
に
と
っ
て
理
解
し
に
く
い

も
の
を
動
画
配
信
な
ど
の
多
様
な
方
式
で
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が
実
現
し
た
。

第
三
に
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
に
お
い
て
は
、
地
域
間
に
存
在
し
て
い
る
壁
も
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
前
述
し
た
上
海
市
、

浙
江
省
、
江
蘇
省
、
安
徽
省
が
連
携
し
て
設
置
し
た
「
長
三
角
一
体
化
一
網
通
弁
」
を
通
し
て
、
三
省
一
市
の
範
囲
内
で
の
デ
ー
タ
の

共
有
が
実
現
し
た
。

二

参
与
手
続
の
実
施
コ
ス
ト
の
削
減

公
衆
参
与
を
実
施
す
る
場
合
、
国
民
か
ら
の
意
見
を
充
分
に
収
集
す
る
こ
と
と
、
政
策
等
の
案
を
作
成
す
る
迅
速
性
と
の
両
者
が
重

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
行
政
は
公
衆
参
与
を
実
施
す
る
場
合
で
も
、
政
策
等
を
作
成
す
る
迅
速
性
の
方
を
よ
り
重
視
し
て
い

た
。
そ
れ
に
は
以
下
の
原
因
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
意
見
を
充
分
に
収
集
す
る
た
め
、
理
解
し
や
す
い
材
料
を
作
成
し
、
意
見
を
提
出
す

る
時
間
を
充
分
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
案
を
作
成
す
る
迅
速
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
意
見
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収
集
手
続
な
ど
の
広
い
範
囲
の
者
の
意
見
を
収
集
で
き
る
手
法
を
採
用
し
て
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
手
続
の
不
備
な
ど
の
問
題
で

多
く
の
意
見
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
公
衆
参
与
を
し
て
も
、
十
分
な
意
見
を
収
集
で
き
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
政
策
等
の
案
を
作
成
す
る
迅
速
性
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
、
行
政
は
意
見
収
集
手
続
の
た

め
の
公
開
資
料
を
簡
略
化
す
る
な
ど
、
意
見
収
集
手
続
を
丁
寧
に
実
施
し
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
提
出
さ
れ
る
意
見
が
さ
ら
に
減
少

す
る
と
い
う
悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
。

公
開
資
料
の
作
成
・
整
理
や
参
加
結
果
の
ま
と
め
に
か
か
る
時
間
と
労
力
を
、
情
報
技
術
の
利
用
に
よ
っ
て
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
上
述
し
た
悪
循
環
を
断
ち
切
る
突
破
口
の
一
つ
に
な
り
う
る
と
思
わ
れ
る(60
)。

三

新
た
な
参
与
方
式
の
実
現

現
在
、
中
国
の
公
衆
参
与
の
方
式
と
し
て
は
、
座
談
会
、
聴
証
会
、
意
見
収
集
手
続
な
ど
従
来
か
ら
の
方
式
以
外
に
も
、
情
報
技
術

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
新
た
な
参
与
方
式
が
い
く
つ
か
の
地
方
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
行
わ
れ
る
公
衆
参
与
に
お
い
て
は
、
事
前
登
録
し
た
視
聴
者
は
、
全
員
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
、
行
政
職
員
や
専

門
家
か
ら
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
直
接
に
質
問
を
し
た
り
コ
メ
ン
ト
や
意
見
な
ど
を
提
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
と
の
交
流

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
従
来
の
参
与
方
式
と
比
較
す
る
と
、
視
聴
者
が
提
出
し
た
内
容
を
同
時
に
数
多
く
の
他
の
視
聴
者

も
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ
れ
に
対
し
て
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
新
た
な
公
衆
参

与
の
方
式
と
し
て
、
行
政
と
国
民
の
交
流
の
み
な
ら
ず
、
国
民
間
の
交
流
も
実
現
で
き
る
。
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第
二
節

公
衆
参
与
に
と
っ
て
の
課
題

一

公
衆
参
与
に
残
さ
れ
て
い
る
課
題

中
国
で
は
公
衆
参
与
の
結
果
に
関
し
て
、
述
べ
ら
れ
た
意
見
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
に
応
答
義
務

は
全
く
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
手
続
上
の
不
備
が
あ
る
結
果
、
公
衆
参
与
手
続
は
不
透
明
で
あ
り
、
一
方
向
的
に
意

見
を
聞
く
だ
け
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
、
国
民
は
行
政
が
政
策
を
作
成
す
る
過
程
に
参
加
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
公
衆
参
与
に
対
す
る
関
心
も
少
な
い
た
め
、
手
続

上
の
不
備
が
あ
る
と
し
て
も
、
深
刻
な
問
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
の
利
用
に
よ
っ
て
、
行
政
と
国
民
の
間
で
意
見
を
交
換
で
き
る
道
が
多
数
開
か
れ
、
情
報
交
換
の
ス
ピ
ー
ド
も
迅
速
に
な
る

と
と
も
に
、
国
民
の
公
衆
参
与
に
つ
い
て
の
意
識
も
変
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
公
衆
参
与
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
短
時
間
で

大
量
の
意
見
が
集
ま
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
意
見
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
地
方
も
あ
る
が
、
法
制
度
上
の
定
め
が
欠
け
て
い

る
た
め
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
無
視
し
て
い
る
地
方
も
あ
る
。
意
見
が
無
視
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
こ
と
が
国
民
の
間
で
短
時
間
に
拡
散

さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
既
存
の
公
衆
参

与
手
続
上
の
不
備
を
補
完
す
る
必
要
が
あ
る
。

二

新
た
に
生
じ
た
課
題

（
一
）
不
平
等
の
拡
大
の
お
そ
れ

電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
は
、
こ
れ
ま
で
一
部
の
人
々
に
限
ら
れ
て
い
た
参
与
手
続
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
電

子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
に
存
在
し
て
い
る
不
平
等
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
不
平
等
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
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き
る
国
民
と
で
き
な
い
国
民
、
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
国
民
の
中
で
も
、
利
用
し
や
す
い
者
と
利
用
し
に
く
い
者
の

間
に
存
在
し
て
い
る
。

第
一
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
と
非
利
用
者
の
年
齢
差
が
大
き
い
。「
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
展
状
況
統
計
報
告
」（
第
四

七
次
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
非
利
用
者
の
う
ち
六
〇
歳
以
上
の
国
民
は
四
六
％
で
あ
る
。

全
人
口
の
う
ち
の
六
〇
歳
以
上
の
比
率
で
あ
る
一
八
・
七
％
と
比
較
し
て
か
な
り
高
い(61
)。

第
二
に
、
経
済
発
展
の
レ
ベ
ル
の
差
が
大
き
い
た
め
、
都
市
と
比
較
し
て
、
農
村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
率
が
明
ら
か
に
低

い(62
)。
国
民
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
は
、
電
子
政
府
を
通
じ
た
公
衆
参
与
を
実
現
す
る
た
め
の
基
礎

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
き
な
不
平
等
が
生
じ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
第
二
章
第
二
節
で
紹
介
し
た
検
査
報
告
に
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
地
方
は
公
衆
参
与
へ
の
ル
ー
ト
を
設
置
し
た
が
、
そ
の

質
に
お
い
て
公
衆
参
与
へ
の
可
能
性
と
利
便
性
に
は
差
が
出
て
い
る
。

以
上
の
不
平
等
が
緩
和
さ
れ
な
い
限
り
、
今
後
情
報
技
術
の
さ
ら
な
る
発
展
に
伴
い
、
公
衆
参
与
に
お
け
る
格
差
は
継
続
的
に
広
が

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る(63
)。

（
二
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
危
険
性

電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
の
空
間
は
、
異
な
る
観
点
を
持
つ
国
民
間
の
対
立
や
誹
謗
中
傷
が
生
じ
る
場
所
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
対
面
で
の
意
見
交
換
と
比
較
し
て
、
客
観
的
な
証
拠
・
デ
ー
タ
を
示
し
て
説
得
を
図
ろ
う
と
す
る
場
と
い
う
よ

り
、
感
情
的
な
対
立
と
抗
争
の
場
と
な
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る(64
)。
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
公
衆
参
与
方
法
が
新

た
に
運
用
さ
れ
、
国
民
間
の
意
見
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
瞬
時
に
交
換
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
空
間
で
誹
謗
中
傷
な
ど
が
発
生
す
る
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可
能
性
も
高
い
。

政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
言
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
実
名
に
よ
る
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
録
が
要
求
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
誹
謗
中
傷
な
ど

は
あ
る
程
度
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
発
言
者
は
自
分
の
発
言
に
対
し
て
責
任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
中
国
は
二
〇
一
六
年
に
公
布
さ
れ
た
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
法
」
に
よ
っ
て
、
法
律
の
形
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
実
名
制
を
確
立
し
た
が
、
実
名
制
の
実
施
は
二
〇
一
〇
年
に
遡
る
。
こ
れ
は
、
未
成
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
の
利
用
時
間
を

規
制
す
る
た
め
、
国
務
院
文
化
部
が
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
管
理
に
係
る
暫
定
方
法
」（「
網
絡
遊
戯
管
理
暫
行
弁
法
」）
に
よ
っ

て
設
け
た
も
の
で
あ
る(65
)。
そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
名
制
が
広
が
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
犯
罪
と
言
葉
の
暴
力
の
防

止
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
の
保
護
も
期
待
で
き
る
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
言
葉
の
暴
力
を
定
義
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
た
め
、
中
国
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
名

制
が
あ
る
と
し
て
も
、
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
重
大
な
影
響
が
な
い
限
り
、
行
政
機
関
及
び
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
者
は
発
生
し
た
言
葉
の
暴
力
を
無
視
す
る
こ
と
が
多
い
。
ゆ
え
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
は
未
だ
に
実
現
し
て
い
な
い
と
も
い
え
る
。

電
子
政
府
に
お
け
る
実
名
制
の
公
衆
参
与
は
、
匿
名
の
参
与
と
比
較
す
れ
ば
、
参
加
が
恣
意
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
を
あ
る
程
度
防

げ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
恣
意
的
な
運
用
を
防
ぐ
た
め
の
十
分
な
手
段
は
未
だ
に
用
意
さ
れ
て
い
な
い
。

終

章

本
稿
で
は
、
中
国
の
公
衆
参
与
に
関
わ
る
法
制
度
の
概
要
及
び
そ
の
問
題
点
並
び
に
電
子
政
府
の
発
展
状
況
及
び
そ
の
下
で
の
公
衆

参
与
の
現
状
を
紹
介
し
、
電
子
政
府
の
発
展
の
公
衆
参
与
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
を
整
理
し
た
。
公
衆
参
与
は
、
行
政
と
国
民
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の
協
力
に
よ
っ
て
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
情
報
技
術
が
発
展
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

公
衆
参
与
は
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
、
よ
り
便
利
で
効
率
的
な
も
の
に
進
歩
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

現
在
の
中
国
の
状
況
を
見
る
と
、
公
衆
参
与
に
関
す
る
法
制
度
に
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
参
与
結
果
の
公

開
や
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
行
政
の
回
答
義
務
な
ど
の
規
定
が
欠
如
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
の
中
に
は
、
電
子
政
府
に
よ
る

公
衆
参
与
を
実
施
す
る
場
合
、
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
参
与
結
果
を
公
開
し
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
も
決
め
ら
れ
た
時
間
内
で

回
答
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
電
子
政
府
に
よ
る
公
衆
参
与
に
は
進
展
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
新
た
な
公
衆
参
与
の
方
法
も
現
れ
て
お
り
、
情
報
技
術
は
公
衆
参
与
を
活
性
化
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
実
務
上
の
運
用
に
す
ぎ
ず
、
従
来
の
公
衆
参
与
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
電
子
政
府
に

よ
る
公
衆
参
与
を
ど
の
よ
う
な
法
制
度
に
よ
っ
て
定
着
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、
今
後
、
他
国
の
状
況
を
把
握
・
比
較
し
て
か
ら
、
再
び

論
じ
た
い
。

(⚑
)
中
国
の
公
衆
参
与
は
、
狭
義
に
は
選
挙
を
指
し
、
広
義
に
は
社
会
公
共
事
業
、
行
政
活
動
へ
の
参
加
も
含
む
。
現
在
、
公
衆
参
与
の
定
義

は
多
数
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
包
及
び
外
延
は
明
確
で
は
な
い
。
例
と
し
て
「
共
同
の
利
益
や
関
心
の
あ
る
社
会
集
団
が
公
共
利
益
事
務

に
関
わ
る
政
府
の
政
策
に
対
し
て
介
入
し
た
り
、
意
見
を
提
出
し
た
り
、
建
議
し
た
り
す
る
活
動
」（
李
艷
芳
『
公
衆
参
与
環
境
影
響
評
価
制

度
研
究
』（
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
六
頁
）、「
各
種
利
益
主
体
が
十
分
に
意
見
を
述
べ
、
交
渉
及
び
協
議
を
行
っ
て
合
意

に
至
る
た
め
の
制
度
手
続
」（
王
錫
鋅
『
公
衆
参
与
和
行
政
過
程
―
―
一
個
理
念
和
制
度
分
析
的
框
架
』（
中
国
民
主
法
制
出
版
社
、
二
〇
〇
七

年
）
四
一
頁
）、「
公
共
事
務
を
策
定
・
管
理
・
執
行
・
監
視
す
る
過
程
に
お
い
て
、
公
衆
が
知
る
権
利
、
発
言
権
、
行
動
す
る
権
利
等
の
参
加

型
権
利
を
有
し
、
自
由
に
自
身
の
立
場
・
意
見
・
建
議
を
示
し
、
法
に
基
づ
く
個
人
及
び
社
会
公
共
の
利
益
を
保
護
す
る
行
動
」（
程
琥
「
公

衆
参
与
社
会
管
理
機
制
研
究
」
法
学
雑
誌
二
〇
一
一
年
第
S1
期
（
二
〇
一
一
年
）
二
七
頁
）
と
い
っ
た
定
義
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
定
義
を
み
る

と
、
ま
ず
、
公
衆
参
与
の
主
体
は
、
社
会
集
団
に
限
る
定
義
も
あ
る
が
、
各
種
利
益
主
体
を
す
べ
て
含
む
定
義
も
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
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参
与
で
き
る
段
階
は
、
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
定
義
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
公
共
事
務
を
策
定
・
管
理
・
執
行
・
監
視
す
る
段
階
と
す
る
定
義

も
あ
る
。
さ
ら
に
、
公
衆
参
与
の
主
体
が
有
す
る
権
利
を
明
示
す
る
定
義
も
あ
る
。

(⚒
)
行
政
決
定
は
、
一
定
の
公
共
利
益
を
実
現
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
法
に
よ
っ
て
授
権
さ
れ
た
枠
内
で
は
行
政
の
自
由
な
裁

量
の
余
地
が
あ
り
、
し
か
も
、
通
常
政
策
決
定
と
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
定
の
合
理
性
が
求
め
ら
れ
る
。

(⚓
)
公
衆
参
与
が
対
象
と
す
る
行
政
決
定
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
、
行
政
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、

「
行
政
訴
訟
法
」
に
基
づ
く
行
政
訴
訟
、「
行
政
不
服
審
査
法
」（「
行
政
複
議
法
」）
に
基
づ
く
行
政
不
服
申
立
、「
国
家
賠
償
法
」
に
基
づ
く

国
家
賠
償
請
求
訴
訟
が
可
能
で
あ
る
。

(⚔
)
改
革
開
放
と
は
、
文
化
大
革
命
で
疲
弊
し
た
経
済
を
立
て
直
す
た
め
、
一
九
七
八
年
に
開
催
さ
れ
た
中
国
共
産
党
第
十
一
期
中
央
委
員
会

第
三
回
全
体
会
議
で
提
出
さ
れ
た
国
内
体
制
の
改
革
及
び
対
外
開
放
の
政
策
で
あ
る
。

(⚕
)
中
国
の
法
源
の
種
類
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
全
国
レ
ベ
ル
の
も
の
と
し
て
は
、
全
国
人
民
代
表
大
会
（
以
下
「
全
人
代
」
と
呼
ぶ
）
と

全
人
代
常
務
委
員
会
が
制
定
す
る
規
範
が
「
法
律
」
で
あ
り
、
国
の
行
政
機
関
で
あ
る
国
務
院
が
制
定
す
る
規
範
が
「
行
政
法
規
」
と
呼
ば
れ

る
。
行
政
法
規
は
、「
○
○
条
例
」、「
○
○
規
定
」、「
○
○
弁
法
」
等
様
々
な
名
称
を
有
す
る
。
ま
た
国
務
院
に
お
け
る
各
部
・
委
員
会
は
、

各
部
門
の
行
政
執
行
を
担
当
し
て
お
り
、「
部
門
規
章
」
と
い
う
形
式
の
規
範
を
制
定
で
き
る
。
次
に
、
地
方
レ
ベ
ル
の
法
源
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
中
国
の
地
方
行
政
区
画
は
、「
省
級
（
省
、
自
治
区
、
直
轄
市
）、
県
級
（
市
、
県
、
自
治
州
、
自
治
県
）、
郷
級
（
郷
、
民
族
郷
、

鎮
）
の
三
階
層
か
ら
成
る
」（
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
三
〇
条
）。
地
方
の
各
級
に
は
、
地
方
の
行
政
機
関
で
あ
る
地
方
人
民
政
府
か
ら
独
立
し

た
人
民
代
表
大
会
（
以
下
「
地
方
人
代
」
と
呼
ぶ
）
が
置
か
れ
て
お
り
、
地
方
人
代
常
務
委
員
会
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
省
・
自
治
区
・
市

（
直
轄
市
の
他
、
省
・
自
治
区
の
人
民
政
府
の
所
在
市
、
経
済
特
区
の
あ
る
市
、
国
務
院
が
承
認
し
た
比
較
的
大
き
い
市
を
含
む
）
の
地
方
人

代
や
地
方
人
代
常
務
委
員
会
は
「
地
方
性
法
規
」
を
制
定
で
き
る
。
省
・
自
治
区
・
市
（
そ
の
範
囲
は
前
の
括
弧
と
同
じ
）・
自
治
州
の
地
方

人
民
政
府
は
、「
地
方
政
府
規
章
」
と
い
う
規
範
を
制
定
で
き
る
。
上
記
以
外
の
各
級
地
方
人
民
政
府
及
び
そ
の
部
門
は
、「
規
範
性
文
書
」
を

制
定
で
き
る
。
公
衆
参
与
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
本
稿
で
紹
介
す
る
主
要
領
域
と
そ
の
制
度
以
外
に
、
地
方
レ
ベ
ル
で
は
、
二
〇
〇
七
年

に
広
州
市
が
、
市
の
規
章
を
作
成
す
る
際
の
公
衆
参
与
を
確
保
す
る
た
め
、
初
め
て
「
広
州
市
規
章
制
定
公
衆
参
与
辦
法
」
を
制
定
し
た
。
そ

れ
以
降
、
各
地
方
が
同
様
に
公
衆
参
与
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
現
在
、
地
方
レ
ベ
ル
の
規
定
の
数
は
非
常
に
多
い
が
、
そ
れ
ら
の

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
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(⚖
)
蔡
定
剣
「
中
国
公
衆
参
与
的
問
題
与
前
景
」
民
主
与
法
治
二
〇
一
〇
年
第
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
七
頁
。

(⚗
)
例
え
ば
、
土
地
使
用
料
は
、
二
〇
〇
一
―
二
〇
〇
三
年
に
地
方
人
民
政
府
の
収
入
の
三
五
％
を
占
め
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
四
六
％
に

上
昇
し
た
。
土
地
を
使
用
し
た
建
設
や
不
動
産
か
ら
得
た
税
金
を
加
算
す
る
と
、
よ
り
多
額
と
な
る
（
人
民
日
報
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
七
日

「
土
地
財
政
不
可
持
続
」
finance.sina.com
.cn/review
/20101227/06339165545.shtm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
））。

(⚘
)
｢在
中
国
共
産
党
第
十
六
次
全
国
代
表
大
会
上
的
報
告
：
江
沢
民
『
全
面
建
設
小
康
社
会
、
開
創
中
国
特
色
社
会
主
義
事
業
新
局
面
』」
二

〇
〇
二
年
一
一
月
八
日
、
cpc.people.com
.cn/GB/64162/64168/64569/65444/4429125.htm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(⚙
)
姜
明
安
「
公
衆
参
与
与
行
政
法
治
」
中
国
法
学
二
〇
〇
四
年
第
二
期
（
二
〇
〇
四
年
）
三
○
頁
。

(10
)
行
政
立
法
に
該
当
す
る
の
は
、
国
務
院
が
制
定
す
る
行
政
法
規
、
国
務
院
の
各
部
・
委
員
会
が
制
定
す
る
部
門
規
章
、
地
方
人
民
政
府
が

制
定
す
る
地
方
政
府
規
章
で
あ
る
。

(11
)
喬
暁
陽
「
開
展
立
法
法
研
究
」
行
政
法
学
研
究
一
九
九
四
年
第
三
期
（
一
九
九
四
年
）
二
五
頁
。

(12
)
同
時
に
「
行
政
法
規
制
定
手
続
条
例
」（「
行
政
法
規
制
定
程
序
条
例
」）
も
公
布
さ
れ
た
。
同
条
例
に
は
行
政
法
規
の
立
案
、
起
草
、
審

査
等
に
つ
い
て
の
規
定
が
あ
る
。
公
衆
参
与
手
続
の
定
め
は
「
立
法
法
」
と
同
じ
で
あ
る
。

(13
)
新
華
社
二
〇
一
九
年
五
月
一
六
日
「
我
国
出
台
重
大
行
政
决
策
程
序
条
例
扎
紧
約
束
権
力
的
『
制
度
籠
子
』」
w
w
w
.goc.cn/xinw
en/

2019-05/16/content-5392255.htm
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(14
)
法
制
日
報
二
〇
一
九
年
五
月
二
四
日
「
中
国
頒
布
首
部
重
大
行
政
决
策
暫
時
条
例

让
行
政
决
策
権
陽
光
運
行
」
http://w
w
w
.rm
zxb.

com
.cn/c/2019-05-24/2351145.shtm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。
知
る
権
利
、
参
加
権
と
監
視
権
は
、
二
〇
〇
六
年
の

中
国
共
産
党
第
一
六
期
中
央
委
員
会
第
六
回
会
議
の
報
告
書
の
中
で
初
め
て
現
れ
た
。
そ
の
後
、
様
々
な
会
議
や
公
文
書
の
中
で
言
及
さ
れ
、

民
主
政
治
に
対
す
る
権
利
を
具
体
化
し
た
も
の
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、「
中
華
人
民
共
和
国
憲
法
」
に
お
け
る
国
民

の
国
家
事
務
、
経
済
と
文
化
事
業
及
び
社
会
事
務
を
管
理
す
る
権
利
（
二
条
）、
批
判
及
び
意
見
を
提
出
す
る
権
利
（
四
一
条
）
で
あ
る
。

(15
)
全
国
人
民
常
委
会
法
制
工
作
委
員
会
経
済
法
室
等
編
『
中
華
人
民
共
和
国
城
郷
規
劃
法
解
説
』（
知
識
産
権
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
三

六
頁
。

(16
)
中
国
国
家
工
商
行
政
管
理
局
市
場
秩
序
状
況
調
研
課
題
組
『
市
場
秩
序
的
現
状
、
問
題
、
成
因
及
対
策
（
徴
集
意
見
案
）』「
市
場
秩
序
的

形
成
及
維
持
」
検
討
会
資
料
（
一
九
九
五
年
）。
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(17
)
例
え
ば
、
政
府
が
水
道
料
や
タ
ク
シ
ー
代
な
ど
を
決
め
る
と
き
、
聴
証
会
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
が
高
く

な
っ
た
。

(18
)
例
え
ば
、
北
京
市
の
あ
る
聴
証
会
で
は
、
参
加
者
二
八
人
の
中
で
、
恒
常
的
な
参
加
者
が
一
九
人
い
る
。
そ
の
内
訳
は
行
政
職
員
一
〇
人
、

人
大
代
表
五
人
、
そ
の
他
行
政
と
関
わ
り
が
あ
る
四
人
で
あ
る
（
程
元
元
「
立
法
的
公
衆
参
与
研
究
」
重
慶
工
商
大
学
学
報
二
〇
〇
五
年
第
三

期
（
二
〇
〇
五
年
）
九
五
頁
）。

(19
)
周
麗
「
公
衆
参
与
行
政
決
策
的
有
効
性
及
其
実
現
」
哈
爾
浜
師
範
大
学
社
会
科
学
学
報
二
〇
一
九
年
第
六
期
（
二
〇
一
九
年
）
六
二
頁
。

(20
)
奥
田
進
一
「
中
国
社
会
の
原
動
力
と
し
て
の
社
区
」
ジ
ュ
リ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ス
一
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
二
九
頁
。

(21
)
陳
偉
東
＝
馬
涛
「
居
委
会
角
色
与
功
能
再
造
：
社
区
治
理
能
力
的
生
成
路
径
与
価
値
取
向
研
究
」
吉
首
大
学
学
報
三
八
巻
第
三
期
（
二
〇

一
七
年
）
八
〇
頁
。

(22
)
周
・
前
掲
注
（
19
）
六
二
頁
。

(23
)
人
民
日
報
二
〇
一
九
年
四
月
一
二
日
「
人
民
日
報
関
注
政
務
公
開
：
条
例
実
施
一
一
年
、
公
開
従
約
束
漸
成
習
慣
」
https://baijiahao.

baidu.com
/s?id=1630563036178450654&
w
fr=spider&
for=pc（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(24
)
情
報
公
開
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
向
東
「
論
我
国
政
府
信
息
公
開
制
度
変
革
中
的
若
干
重
大
問
題
」
行
政
法
学
研
究
二
〇
一
七
年
第
五

期
（
二
〇
一
七
年
）、
周
慧
＝
盧
安
霖
「
論
我
国
政
府
信
息
公
開
存
在
的
問
題
及
対
策
研
究
」
理
論
観
察
二
〇
一
六
年
第
三
期
（
二
〇
一
六
年
）。

(25
)
張
競
丹
＝
陳
希
「
我
国
政
府
信
息
公
開
存
在
的
問
題
及
解
決
対
策
」
法
制
与
社
会
二
〇
一
九
年
第
二
期
下
（
二
〇
一
九
年
）
一
三
〇
頁
。

(26
)
中
国
政
法
大
学
法
治
政
府
研
究
院
『
中
国
法
治
政
府
評
估
報
告
（
二
〇
一
六
）』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
一
五
一
頁
。

(27
)
王
敬
波
＝
李
帅
「
我
国
政
府
信
息
公
开
的
问
题
、
对
策
与
前
瞻
」
行
政
法
学
研
究
二
〇
一
七
年
第
二
期
（
二
〇
一
七
年
）
八
〇
頁
。

(28
)
蘇
玉
超
＝
劉
建
「
談
我
国
行
政
立
法
中
的
公
衆
参
与
制
度
」
法
制
与
社
会
二
〇
一
七
年
第
八
期
上
（
二
〇
一
七
年
）
四
一
頁
。

(29
)
王
錫
鋅
編
『
行
政
過
程
中
公
衆
参
与
的
制
度
実
践
』（
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
八
五
頁
。

(30
)
周
・
前
掲
注
（
19
）
六
三
頁
。

(31
)
喬
暁
陽
「
関
於
立
法
法
規
定
的
座
談
会

論
証
会

聴
証
会
」
吉
林
人
大
二
〇
〇
一
年
第
八
期
（
二
〇
〇
一
年
）
四
〇
頁
、
俞
栄
根
＝
江

材
訊
「
試
論
立
法
聴
証
的
論
弁
性
―
以
重
慶
市
立
法
聴
証
為
例
」
法
制
与
社
会
発
展
二
〇
〇
五
年
第
五
期
（
二
〇
〇
五
年
）
一
二
三
頁
。

(32
)
汪
全
勝
＝
衛
学
芝
「
法
案
公
開
征
求
意
見
的
法
理
分
析
及
方
式
選
択
」
四
川
理
工
学
院
学
報
三
二
巻
第
四
期
（
二
〇
一
七
年
）
一
一
頁
。
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(33
)
顧
愛
平
「
公
衆
参
与
地
方
立
法
的
困
境
与
対
策
」
江
蘇
社
会
科
学
二
〇
一
七
年
第
六
期
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
八
頁
。

(34
)
汪
全
勝
＝
黄
蘭
松
「
我
国
法
案
公
開
征
求
意
見
回
応
機
制
的
建
立
与
完
善
」
南
通
大
学
学
報
三
一
巻
第
二
期
（
二
〇
一
五
年
）
四
四
頁
。

(35
)
丁
祖
年
＝
呉
恩
玉
「
立
法
公
開
的
規
範
化
与
実
効
化
探
討
」
法
治
研
究
二
〇
一
三
年
第
三
期
（
二
〇
一
三
年
）
一
二
〇
頁
。

(36
)
李
海
敏
「
我
国
政
府
数
据
的
法
律
属
性
与
開
放
之
道
」
行
政
法
学
研
究
二
〇
二
〇
年
第
六
期
（
二
〇
二
〇
年
）
一
五
五
頁
。

(37
)
王
偉
玲
「
従
起
跑
到
加
速
：
我
国
电
子
政
務
的
四
次
嬗
変
」
中
国
工
業
和
信
息
化
二
〇
一
九
年
第
五
期
（
二
〇
一
九
年
）
九
二
頁
。

(38
)
W
eChatは
、
IT
企
業
テ
ン
セ
ン
ト
が
開
発
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ア
プ
リ
で
あ
る
。
現
在
、
約
一
〇
・
九
億
人
が
利
用
し
て
い

る
。
二
〇
二
一
年
一
月
二
〇
日
、
山
西
晩
報
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(39
)
楊
道
玲
＝
王
璟
璇
「
中
国
電
子
政
務
『
一
二
五
』
的
進
展
回
顧
於
評
価
」
電
子
政
務
二
〇
一
五
年
第
四
期
（
二
〇
一
五
年
）
七
頁
。

(40
)
広
東
省
の
「
粤
省
事
」
は
W
eChat
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
約
八
〇
〇
項
目
が
提
供
さ
れ
、
そ
の
中
の
六
四
九
項
目

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
だ
け
で
手
続
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
一
九
年
七
月
ま
で
に
、
登
録
し
た
省
民
の
数
は
一
三
〇
〇
万
人
を
超

え
、
実
施
さ
れ
た
業
務
は
二
・
一
億
件
に
達
し
た
。
南
方
日
報
二
〇
一
九
年
七
月
一
五
日
「
広
東
：
首
推
『
秒
批
』
政
務
服
務

民
生
事
項

『
指
尖
弁
理
』」
w
w
w
.gov.cn/xinw
en/2019-07/15/content-5409426.htm
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(41
)
中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
七
年
に
国
務
院
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
管
理
と
サ
ー
ビ
ス
を
所

管
す
る
機
関
で
あ
る
。

(42
)
中
国
互
联
網
絡
信
息
中
心
「
第
四
七
次
中
国
互
联
網
絡
発
展
状
況
統
計
報
告
」（
二
〇
二
〇
年
）
二
頁
。

(43
)
中
国
互
联
網
絡
信
息
中
心
・
前
掲
注
（
42
）
六
一
頁
。

(44
)
国
連
電
子
政
府
調
査
は
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
調
査
は
国
連
の
加
盟
国
に
ICT
に
よ
っ
て
公
共
政
策
の
透
明
性
や
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
向
上
さ
せ
、
公
共
政
策
に
お
け
る
国
民
参
画
を
促
す
こ
と
で
あ
り
、
電
子
政
府
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
各
国
が
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
も
目
的
と
す
る
。

(45
)
EGD
I
は
三
つ
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
第
一
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
指
数
（
O
nline
Service
Index
:O
SI）
で
あ
り
、
加
盟

国
の
電
子
政
府
ポ
ー
タ
ル
を
対
象
に
、
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
か
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

指
数
（
T
elecom
m
unication
Infrastructure
Index
:T
II）
で
あ
り
、
固
定
電
話
の
普
及
率
、
携
帯
電
話
の
契
約
者
数
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
普
及
率
な
ど
で
算
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
人
的
資
本
指
数
（
H
um
an
Capital
Index
:H
CI）
で
あ
り
、
就
学
率
な
ど
で
構
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成
さ
れ
る
。
EGD
I
は
、
O
SI、
T
II、
H
CI
か
ら
算
出
さ
れ
る
。

EGD
I＝
13（
O
SI＋
T
II＋
H
CT
）

(46
)
李
健
＝
張
鋭
昕
「
政
府
電
子
公
共
服
務
供
給
共
性
問
題
分
析
―
―
基
於
三
三
個
省
級
政
府
門
戸
網
駅
的
調
研
結
果
」
電
子
政
務
二
〇
一
七

年
第
一
二
期
（
二
〇
一
七
年
）
四
四
頁
。

(47
)
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
、
公
開
す
る
名
前
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
も
よ
い
が
、
ア
カ
ウ
ン
ト
の
取
得
に
は
携
帯
電
話
番

号
あ
る
い
は
身
分
証
に
よ
る
実
名
認
証
が
必
要
で
あ
る
。

(48
)
澎
湃
新
聞
二
〇
二
〇
年
七
月
一
五
日
「
国
家
行
政
学
院

如
何
理
解
『
数
据
安
全
法
』、
有
哪
些
需
要
完
善
之
処
」
k.sina.com
.cn/

article-5044281310-12ca99fde02001bw
9u.htm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(49
)
澎
湃
新
聞
・
前
掲
注
（
48
）。

(50
)
周
小
稚
「
中
国
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
の
立
法
の
動
向
―
―
個
人
の
尊
厳
と
公
共
性
と
の
協
調
の
視
点
か
ら
―
―
」
東
ア
ジ
ア
研
究
一

七
号
（
二
〇
一
九
年
）
一
〇
〇
頁
。

(51
)
国
務
院
弁
公
庁
政
府
信
息
与
政
務
公
開
弁
公
室
「
二
〇
二
〇
年
政
府
網
駅
和
政
務
新
媒
体
検
査
情
況
通
報
」（
二
〇
二
一
年
一
二
月
一
六

日
）
w
w
w
.gov.cn/zhengce/content/2020-12/16/content-5569781.htm
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(52
)
中
安
在
線
二
〇
一
九
年
五
月
二
三
日
「
長
三
角
地
区
政
務
服
務
『
一
網
通
弁
』
正
式
開
通
」
http://ah.anhuinew
s.com
/system
/

2019/05/23/008147852.shtm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(53
)
解
放
日
報
二
〇
二
一
年
二
月
一
五
日
「
上
海
：『
一
網
通
弁
』
長
者
専
版
上
線
運
行
」
https://app.w
w
w
.gov.cn/govdata/gov/

202102/15/468365/article.htm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。
新
聞
晨
報
二
〇
二
〇
年
一
一
月
七
日
「
上
海
『
一
網
通
弁
』

国
際
版
上
線
」
sh.people.com
.cn/n2/2020/1107/c134768-34400284.htm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(54
)
上
海
市
大
数
据
中
心
「
政
府
網
駅
工
作
年
度
報
表
（
二
〇
二
〇
年
度
）」（
二
〇
二
一
年
一
月
）
https://w
w
w
.shanghai.gov.cn/

new
shanghai/2021project/2020w
zndbb/政
府
网
站
工
作
年
度
报
表
.pdf（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(55
)
英
語
、
韓
国
語
、
日
本
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
あ
る
。
北
京
市
人
民
政
府
門
戸
網

駅
w
w
w
.beijing.gov.cn（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。
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(56
)
首
都
之
窓
「
北
京
市
人
民
政
府
門
戸
網
駅
二
〇
二
〇
年
度
工
作
報
表
」（
二
〇
二
一
年
一
月
二
二
日
）
http://w
w
w
.beijing.gov.cn/

gongkai/gkzt/2020szfw
zndbb/202101/t20210127_2234119.htm
l（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(57
)
首
都
之
窓
・
前
掲
注
（
56
）。

(58
)
全
国
の
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、「
政
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
と
政
務
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い

て
の
監
督
管
理
の
考
課
基
準
」（「
政
府
網
駅
与
政
務
新
媒
体
監
管
工
作
年
度
考
核
指
標
」）
も
公
表
さ
れ
た
。
以
上
の
検
査
基
準
と
考
課
基
準

は
国
務
院
弁
公
庁
秘
書
局
「
国
務
院
弁
公
庁
秘
書
局
関
与
印
発
政
府
網
駅
与
政
務
新
媒
体
検
査
指
標
、
監
管
工
作
年
度
考
核
指
標
的
通
知
」

（
二
〇
一
九
年
四
月
一
八
日
）
に
含
ま
れ
る
。
w
w
w
.gov.cn/zhengce/content/2019-04/18/content-5384134.htm
（
最
終
閲
覧
日
：

二
〇
二
二
年
六
月
九
日
）。

(59
)
喩
国
明
「
人
工
知
能
与
算
法
推
薦
下
的
網
絡
治
理
之
道
」
新
聞
与
書
作
二
〇
一
九
年
第
一
期
（
二
〇
一
九
年
）
六
三
頁
。

(60
)
孫
国
鋒
＝
蘇
竣
「
電
子
政
府
促
進
民
主
与
発
展
」
清
華
大
学
学
報
二
〇
〇
一
年
第
五
期
（
二
〇
〇
一
年
）
八
五
頁
。

(61
)
中
国
互
联
網
絡
信
息
中
心
・
前
掲
注
（
42
）
二
二
頁
。

(62
)
二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
、
都
市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
七
九
・
八
％
が
あ
る
が
、
農
村
は
五
五
・
九
％
に
す
ぎ
な
い
。
都
市
で
の

利
用
者
は
全
部
の
六
八
・
七
％
を
占
め
た
。
前
掲
注
（
42
）
一
八
頁
。

(63
)
ル
チ
ア
ー
ノ
・
フ
ロ
リ
デ
ィ
著
（
薛
平
訳
）『
信
息
論
理
学
』（
上
海
訳
文
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）
一
三
頁
。

(64
)
阿
部
潔
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
夢
を
見
る
か
？
―
―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
資
本
主
義
の
条
件
」
伊
藤
守
編
『
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
資
本
主
義
と
〈
コ
モ
ン
〉
の
探
求
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）
八
八
頁
。

(65
)
ゲ
ー
ム
で
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
る
際
に
、
身
分
証
で
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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